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ゆうゆう館で総合防災訓練が行われました

●人　口／59,697人　（＋7）
　男　性／29,724人　（＋5）
　女　性／29,973人　（＋2）
●世帯数／21,527世帯（＋3）

人口と世帯
※平成24年2月1日現在（住民基本台帳） 4月2日（月）

●下野市ホームページ● ●携帯サイト●
QRコード●E-mail●

http://www.city.shimotsuke.lg.jp
info@city.shimotsuke.lg.jp

東日本大震災 あれから1年
メール配信サービス
　「下野インフォメーション」

国民年金保険料 2月分
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避
難
者
交
流
会
「
あ
じ
さ
い
お
茶
会
」

の
呼
び
か
け
人
と
な
っ
た
佐
々
木
正
教
さ

ん
に
会
の
活
動
状
況
な
ど
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。

市
：
震
災
時
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ

た
の
で
す
か
。

佐
々
木
：
私
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
の

住
民
で
、
自
宅
は
原
発
よ
り
20
㎞
圏
内

に
あ
り
ま
し
た
。
津
波
に
よ
り
娘
の
夫
や

そ
の
親
を
失
い
ま
し
た
。
地
震
発
生
の
翌

日
、
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
所
が
警
戒

区
域
に
な
り
、
隣
の
町
30
㎞
圏
内
の
娘
宅

へ
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
30
㎞
圏
内

も
避
難
区
域
に
な
り
、
３
月
17
日
に
親

族
10
人
で
親
戚
が
住
む
下
野
市
に
避
難

し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
出
会
い
、
会
を
発
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

「
あ
じ
さ
い
お
茶
会
」呼
び
か
け
人
の
佐
々

木
正
教
氏
（
南
相
馬
市
よ
り
避
難
）

下
野
市
に
避
難
さ
れ
た
方
の
交
流
の
場
を
作
ろ
う
と
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
り
で
き
た
「
あ
じ
さ
い
お
茶
会
（
代
表　

石
嶋
惠
子
さ
ん
）」。
現
在
も
継
続

的
に
活
動
を
続
け
、
避
難
者
の
情
報
共
有
の
場
と
な
って
い
ま
す
。

市
：
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
今
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

佐
々
木
：
自
宅
へ
早
く
帰
り
た
い
と
毎
日

願
い
続
け
た
１
年
で
し
た
。
長
い
よ
う
で

あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
で
し
た
。

市
：
会
は
い
つ
発
足
し
ま
し
た
か
。

佐
々
木
：
昨
年
の
６
月
で
す
。
下
野
市
の

石
嶋
さ
ん
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
市
の
協
力
で
組
織
で
き
ま
し
た
。

市
：「
あ
じ
さ
い
お
茶
会
」
の
活
動
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木
：
現
在
、
下
野
市
に
は
48
世
帯
、

1
1
1
人
の
方
が
避
難
し
て
い
ま
す
。
活

動
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
80
歳
代
ま
で
の

20
〜
30
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
参
加

者
に
は
、
同
様
の
活
動
団
体
が
な
い
た

め
、
宇
都
宮
市
、
野
木
町
、
古
河
市
に

避
難
し
た
一
部
の
方
も
来
て
い
ま
す
。
月

２
回
程
度
交
流
会
を
開
催
し
、
国
、
県

の
施
策
や
市
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
の
確

認
、
お
茶
、
お
菓
子
を
囲
み
な
が
ら
悩

み
や
現
状
を
話
し
合
う
な
ど
メ
ン
バ
ー
相

互
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先

日
、
県
域
の
組
織
「
と
ち
ぎ
暮
ら
し
交

流
集
会
」
に
も
参
加
し
情
報
の
共
有
を

図
って
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
福
島
県
か
ら
栃
木
県
に
出
向

し
て
い
る
県
職
員
が
話
し
合
い
に
参
加

し
ま
し
た
。

小さな子供を持つ親たちの、子育ての情報交換
の場ともなっています。

市
：
行
政
に
対
し
て
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

佐
々
木
：
放
射
能
除
染
の
早
急
な
実
施

と
賠
償
問
題
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
市
に
対
し
て
は
、上
下
水
道
料
金
、

お
風
呂
施
設
の
無
料
利
用
、
お
む
つ
の
支

給
な
ど
対
策
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

　
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
北
へ
帰
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
も
早
く
家
へ
戻
り
た
い
気

持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

　

先
の
見
え
な
い
現
状
に
避
難
者
は
、
た

く
さ
ん
の
不
満
や
苦
労
を
負
っ
て
い
ま

す
。
震
災
前
の
状
態
に
戻
る
ま
で
に
は
、

ま
だ
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
は
思
い
や

り
の
心
と
交
流
で
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々

を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

下野市には111 名の避難者がいます
3.11 東日本大震災　あれから１年

( 平成 24 年２月２日取材当日現在 )
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モ
メ
災
防

 

て
え
備
に
災
震

シ
リ
ー
ズ
⑦

　

地
震
の
時
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段

か
ら
気
を
つ
け
た
い
火
災
。
特
に

こ
の
季
節
は
乾
燥
し
て
お
り
、
火

災
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
で
、
ま
だ
火

の
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
よ
う
な

年
齢
の
場
合
は
、
そ
の
危
険
性
を

大
人
が
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

初
期
消
火
は
出
火
か
ら
最
初

の
３
分
以
内
が
勝
負

　

実
際
に
火
災
が
起
き
て
し
ま
っ

た
り
、
発
見
し
た
り
し
た
と
き
に

は
早
期
の
通
報
、
初
期
消
火
が
一

番
大
切
！
早
く
消
火
し
、
早
く

知
ら
せ
る
。
す
ば
や
い
行
動
が
火

災
を
最
小
限
に
防
ぎ
ま
す
。

　

避
難
は
生
死
を
わ
け
る
行
動
で

す
。
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
天
井

に
燃
え
移
っ
た
時
で
す
。
避
難
は

早
め
に
！
自
分
に
は
、
体
力
が
あ

る
と
思
っ
て
も
火
事
現
場
で
は
思

わ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
発
生
し
ま

す
。
早
く
逃
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）5
5
5
5

3　思いやりと交流で創る 新生文化都市　SHIMOTSUKE-CITY
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水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

市
内
放
射
線
量
測
定
結
果

●
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課（
庁
舎
）   

児
童
福
祉
課（
保
育
園
）

学
校
教
育
課（
学
校
）

災
害
時
の
段
ボ
ー
ル
製

品
救
援
物
資
調
達
の
協

定
が
結
ば
れ
ま
し
た

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た

http://w
w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp/

施　

設

水　

道　

施　

設

採
取
日

2
月
6
日
1
月
23
日

採　水　場　所 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

●測定期間　1月20日(金)～2月17日(金)
測　定　場　所 最小値～最大値 測　定　場　所 最小値～最大値

庁　

舎

保　

育　

園

中　

学　

校

小　
　

学　
　

校

国分寺庁舎
南河内庁舎
石橋庁舎
グリム　　（月）
薬師寺　　（火）
吉田　　　（水）
しば　　　（木）　
こがねい　（金）
南河内中　（木）
南河内第二中（金）
石橋中　　（木）
国分寺中　（月）

0 . 0 7～0 . 0 9
0 . 0 7～0 . 1 0
0 . 0 9～0 . 1 3
0 . 1 0～0 . 1 3
0 . 1 0～0 . 1 1
0 . 1 1～0 . 1 3
0 . 0 9～0 . 1 0
0 . 0 8～0 . 0 9
0 . 0 8～0 . 0 9
0 . 0 7～0 . 0 8
0 . 1 0～0 . 1 1
0 . 0 8～0 . 0 9

0 . 1 0～0 . 1 1
0 . 1 0～0 . 1 1
0 . 0 8～0 . 1 1
0 . 0 9～0 . 1 0
0 . 0 8～0 . 1 0
0 . 1 0
0 . 1 0

0 . 1 2～0 . 1 4
0 . 1 0～0 . 1 1
0 . 0 8～0 . 0 9
0 . 0 8～0 . 1 0
0 . 1 1～0 . 1 2

薬師寺小　（月）
吉田東小　（火）
吉田西小　（水）
緑小　　　（木）
祇園小　　（金）
石橋小　　（月）
古山小　　（火）
石橋北小　（水）
細谷小　　（金）　
国分寺小　（月）
国分寺西小（火）
国分寺東小（水）

［単位：Bq／kg］

●
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

☎（
48
）2
1
2
1

［単位：μSv／時］

結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

不検出
不検出
不検出
不検出
不検出
不検出

300
（100） 200 200

南河内第１配水場
石　橋第１配水場
国分寺第１配水場
南河内第２配水場
石　橋第２配水場
国分寺第２配水場

暫定指標値
（乳児飲用暫定規制値）

☎（
40
）5
5
5
9

☎（
52
）1
1
1
4

☎（
52
）1
1
1
8

　

１
月
30
日
㈪
、
大
阪
市
に
本

社
を
置
き
、
下
石
橋
に
工
場
が

あ
る
、
段
ボ
ー
ル
製
造
業
の
セ
ッ

ツ
カ
ー
ト
ン
㈱
か
ら
の
支
援
協
力

の
申
し
出
に
よ
り
、
災
害
時
の

救
援
物
資
調
達
協
定
が
結
ば
れ

ま
し
た
。 

　

こ
れ
に
よ
り
災
害
時
、
セ
ッ
ツ

カ
ー
ト
ン
㈱
で
取
り
扱
う
段
ボ
ー

ル
シ
ー
ト
や
段
ボ
ー
ル
ケ
ー
ス
な

ど
の
物
資
支
援
を
優
先
的
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　

実
際
に
組
み
立
て
ら
れ
た
段

ボ
ー
ル
製
の
ベッ
ト
は
組
み
立
て
が

容
易
に
行
え
、耐
久
性
が
高
く
、

ま
た
床
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
粉
塵

な
ど
を
避
け
た
り
、
高
齢
者
の

起
き
上
が
り
が
楽
に
な
る
な

ど
、
災
害
時
の
避
難
生
活
が
長

期
化
す
る
と
高
ま
る
健
康
リ
ス

ク
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

２
月
12
日
㈰
、
ゆ
う
ゆ
う
館

に
お
い
て
震
度
６
の
地
震
の
発
生

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
ゆ
う
ゆ
う
館
で
火
災

が
起
き
た
と
想
定
し
、
消
防
、

警
察
等
の
関
係
機
関
と
と
も
に

救
助
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

栃
木
県
消
防
防
災
ヘ
リ
「
お
お

る
り
」
も
出
動
し
、
救
助
者
の
つ

り
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
後
、
起
震
車
や
煙
道
体

験
、
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課
☎(

40)

５
５
５
５

放
射
線
量
測
定
・
放
射
性
物
質
検
査
結
果

●保育園、学校は曜日により測定場所が異なります。
　庁舎・保育園・小学校は地上50cm地点、中学校は地上1ｍ地点で測定。
●参考　県（保健環境センター（宇都宮市）の地上1ｍ地点）の2月17日㈮の
　　　　測定結果　0.10μSv／時

防　災

広
報
し
も
つ
け　
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こ
れ
ま
で
ご
利
用
の
方
は
そ
の
ま
ま

ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。特
別
な
変

更
手
続
き
は
不
要
で
す

「
下
野
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」っ
て

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
？

登録ＱＲ
コード

　

３
月
１
日
㈭
よ
り
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え

を
行
い
ま
し
た
。
ご
利
用
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
特
別
な
手
続
き
は
不
要
で

す
。
そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

迷
惑
メ
ー
ル
設
定
を
し
て
い
る
方
へ

　

シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
に
あ
た
り
ド
メ
イ

ン
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
新
し
い
ド
メ
イ
ン

は
「sg-m

.jp

」
と
な
り
ま
す
の
で
受
信
可

能
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
利
用
環
境
を
確
認
・
変
更
ま
た

は
利
用
解
除
し
た
い
方

　

配
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
の
「
※
利
用
者
情

報
の
変
更
・
解
除
は
コ
チ
ラ
」
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。
市
か
ら
配
信
さ
れ
た

メ
ー
ル
を
削
除
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
登

録
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
り
空
メ
ー
ル
を
送
信
す

る
と
、「
本
登
録
済
み
の
お
知
ら
せ
」
の
メ
ー

ル
が
送
ら
れ
、
そ
の
本
文
に
「
※
利
用
者

情
報
の
変
更
・
解
除
は
コ
チ
ラ
」
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
下
野
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス　

下
野

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
」
は
あ
ら
か
じ
め
利
用

登
録
さ
れ
た
方
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

に
、
市
に
関
す
る
情
報
等
を
配
信
す
る
も

の
で
す
。
な
お
、
希
望
す
る
項
目
を
選
択

し
て
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録

さ
れ
た
皆
様
自
身
や
ご
家
族
の
毎
日
の
暮

ら
し
を
メ
ー
ル
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
登
録

は
無
料
で
す
（
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
は
登
録

者
負
担
と
な
り
ま
す
）。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
設
定
が
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、ド
メ
イ
ン
「sg-m

.jp

」
を
解
除
し
、

受
信
可
能
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
配
信
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
下
野
市
に

お
い
て
配
信
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た

も
の
で
あ
り
、
全
て
の
情
報
を
配
信
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
方
法

①
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
か

https://service.sugum
ail.com

/shim
otsuke/

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

②
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
「
空
メ
ー
ル
」
を

送
信
す
る
と
利
用
案
内
が
折
り
返
し
送
信

さ
れ
ま
す
。

③
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ

ス
す
る
と
利
用
者
登
録
画
面
に
移
り
ま

す
。
利
用
規
約
を
必
ず
ご
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

④
メ
ー
ル
配
信
に
同
意
い
た
だ
く
と
、
配

信
カ
テ
ゴ
リ
選
択
画
面
に
移
り
ま
す
。
配

信
を
受
け
た
い
情
報
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。
後
で
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

⑤
利
用
者
情
報
確
認
画
面
で
は
性
別
、
生

ま
れ
た
年
等
の
情
報
を
入
力
し
ま
す
。
名

前
や
住
所
は
不
要
で
す
。

⑥
登
録
情
報
を
確
認
し
て
登
録
完
了
で

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス「
下
野
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」が
変
わ
り
ま
す

市
か
ら
の
災
害
、イ
ベ
ン
ト
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

メール配信サービス「下野インフォメーション」

広
報
し
も
つ
け　
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●
転
出
届
（
他
市
区
町
村
に
住
所
を
移
す

と
き
）

　

必
要
な
も
の

　

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

　
　

ト
等
）

　

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

　

・
代
理
人
選
任
届
（
代
理
の
方
が
手
続

　
　

す
る
と
き
）

　

・
そ
の
他
返
納
の
必
要
が
あ
る
も
の
（
印

　
　

鑑
登
録
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
各

　
　

種
医
療
受
給
者
証
な
ど
）

※
転
出
先
住
所
、
転
出
日
を
ご
確
認
の
う

え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
出
届
を
す
る
と
、「
転
出
証
明
書
（
無

料
）」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
転
出
証

明
書
」
を
添
え
て
、
新
し
い
住
所
地
で
転
入

届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
を
変
更
す
る
と
き
は
、
転
入
・
転
出

等
の
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
の
際
に
必

要
な
書
類
が
な
い
場
合
は
、
手
続
き
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の

う
え
、市
民
課
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課　

国
分
寺
窓
口
☎（
40
）５
５
５
７

　
　
　
　

南
河
内
窓
口
☎（
48
）２
１
１
１

　
　
　
　

石
橋
窓
口　

☎（
52
）１
１
１
１

●
転
入
届
（
他
市
区
町
村
か
ら
下
野
市
に

住
所
を
移
す
と
き
）

　

必
要
な
も
の

　

・
前
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
「
転
出
証

　
　

明
書
」

　

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

　
　

ト
等
）

　

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

　

・
代
理
人
選
任
届
（
代
理
の
方
が
手
続

　
　

す
る
と
き
）

　

・
そ
の
他
、
該
当
す
る
手
続
に
必
要
な
書

　
　

類　

例　

こ
ど
も
手
当
：
保
護
者
の
健
康
保
険　

　
　

預
金
通
帳
な
ど

　
　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
：
お
子
様
の
保
険

　
　

証
、
保
護
者
の
預
金
通
帳
な
ど

　
　

小
中
学
校
の
転
入
学
：
在
籍
証
明
書

　
　

な
ど

　

住
所
異
動
の
時
期
に
伴
い
、
市
民
課
の
窓

口
を
以
下
の
と
お
り
開
庁
し
ま
す
。
お
仕
事

の
都
合
な
ど
で
平
日
に
手
続
き
が
で
き
な
い

方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
部
の
業
務
及
び
他
市
区
町
村
・

関
係
各
課
等
に
照
会
や
確
認
を
必
要
と
す
る

手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
お
取
扱
い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
再
度
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
取
扱
い
業
務

届
書
の
受
付

　

・
転
入
、
転
出
、
転
居
、
世
帯
変
更

　
　

届

　

・
印
鑑
登
録

　

・
国
民
健
康
保
険
及
び
国
民
年
金
の

　
　

取
得
・
喪
失
の
届
出

　

※
短
期
保
険
証
及
び
資
格
者
証
の
届

　
　

は
受
付
で
き
ま
せ
ん

証
明
書
の
交
付

　

・
住
民
票
の
写
し

　

・
印
鑑
証
明
書

　

・
戸
籍
全
部
・
個
人
事
項
証
明
書

　
　
（
戸
籍
謄
本
・
抄
本
）

そ
の
他

　

・
住
所
の
異
動
等
に
関
連
す
る
業
務

　
（
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
、
各
種
医

　

療
の
登
録
・
変
更
な
ど
）

●
取
扱
い
で
き
な
い
業
務

　

・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係

　
　

業
務
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

　
　

申
請
・
交
付
な
ど
）

　

・
パ
ス
ポ
ー
ト
関
係
業
務
（
申
請
・
交

　
　

付
な
ど
）

　

・
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
業
務

　

・
外
国
人
登
録
関
係
業
務
（
外
国
人

　
　
の
転
入
、
転
居
な
ど
）

　

・
住
居
表
示
の
届
出

　

 

・
住
居
表
示
地
区
（
大
光
寺
、
花
の

　
　

木
、
大
松
山
、
駅
東
）
へ
の
転
入
、

　
　

転
居
の
う
ち
、
住
居
番
号
が
付
番

　
　

さ
れ
て
い
な
い
建
物
への
届
出

　

・
区
画
整
理
地
内
（
仁
良
川
）
へ
の
転

　
　

入
、
転
居
な
ど
で
地
番
の
確
認
を

　
　

要
す
る
も
の

　

・
他
市
区
町
村
や
関
係
各
課
へ
の
確
認

　
　

が
必
要
な
業
務

●
開
庁
日　

３
月
24
日
、
31
日

　
　
　
　
　

４
月
７
日
、
14
日

●
時　

間　

午
前
8
時
30
分
か
ら
正
午

●
場　

所　

国
分
寺
庁
舎　

市
民
課
窓
口

※
南
河
内
窓
口
、
石
橋
窓
口
で
は
お
取
扱
い

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課 

国
分
寺
窓
口

届
出
を
お
忘
れ
な
く

春
は
就
職・進
学・転
勤
の
季
節
で
す

市
民
課
の
窓
口
を
土
曜
日
の
午
前
中
開
庁
し
ま
す

平
日
に
手
続
き
が
で
き
な
い
方
へ　
（
３
月
24
日・31
日
、４
月
７
日・14
日
）

証
、

☎（
40
）５
５
５
７

つなごう 心　結ぼう 絆　6
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《国民健康保険》

《国民年金》

問い合わせ先 市民課 国保年金グループ ☎40－5556

　転入・転出や就職など生
活がかわるとき、国民健康
保険や国民年金では以下の
手続きが必要です。忘れず
に手続きをしましょう。

こんなときにはこんな手続きを！
̶届出は 14日以内に̶

国保＆年金

他の市区町村から転入したとき
（前住所地で国保だった場合）

※手続きは市役所各庁舎市民課窓口にて行います。

国民健康保険に
加入する

国民健康保険を
抜ける

転出後も下野市の
保険証を使用する
手続きをする

新しい保険証を
受取る

再発行の
手続きをする

社会保険等勤務先の健康保険を
抜けたとき

６０歳前に会社などを
退職したとき

国民年金（第１号被保険
者）加入の手続きをする

口座振替依頼書を提出
する

再交付の手続きをする

配偶者の勤務先

金融機関、年金事務所

国民年金（第３号被保険
者）加入の手続きをする

社会保険等を抜けた日にちのわかる書類（退職証明書、
社会保険資格喪失証明書、離職票など）、印鑑

社会保険等の扶養からはずれたとき

他の市区町村の転出証明書、印鑑

今まで使用した国民健康保険証、印鑑

今まで使用した国民健康保険証、印鑑

本人であることを証明するもの（運転免許証など）、
印鑑

今まで使用した国民健康保険証、在学証明書、
印鑑

今まで使用した国民健康保険証、特定健康診査
受診券（新しい受診券が郵送されていて、受診し
ていない場合のみ）、印鑑

被扶養者を抜けた日にちのわかる書類（社会保険
資格喪失証明書など）、印鑑

今まで使用した国民健康保険証、新しく加入した
職場の健康保険証、印鑑社会保険等の被扶養者になったとき

下野市内で住所がかわったとき

世帯を分けたり、一緒になったりしたとき

保険証をなくしたり、汚れて使えなく
なったとき

就学のため、子どもが他区市町村へ
転出するとき

他の市区町村に転出するとき
（下野市で国保だった場合）

社会保険等勤務先の健康保険に
加入したとき

こんなとき どうする 届出に必要なもの

こんなとき どうする 届出先・届出に必要なもの

厚生年金に加入している
配偶者の扶養からはず
れたとき

年金手帳をなくしたとき

保険料口座振替を開始・
停止・変更するとき

結婚や退職などにより厚
生年金に加入している配
偶者の扶養となったとき

市役所各庁舎市民課
厚生年金等を抜けた日にちのわかる書類（退職証明書、社
会保険資格喪失証明書、離職票など）、年金手帳、印鑑

市役所各庁舎市民課
扶養を抜けた日にちのわかる書類（社会保険資格喪
失証明書など）、年金手帳、印鑑

第１号被保険者：市役所各庁舎市民課、年金事務所
第３号被保険者：配偶者の勤務先

　国民健康保険・国民年金に加入しなければならないのに、届出が遅れると、保険料（税）をさ
かのぼって納めることになります。例えば、４月に国民健康保険・国民年金に加入する資格がある
にもかかわらず１０月に届け出た場合、４月までさかのぼって保険料（税）を納めることになります。
　国民健康保険の資格がなくなったのに、抜ける届出が遅れると、ついうっかり国保の保険証を使っ
て診療を受けてしまうことがあります。この場合は国保が負担した医療費をあとで返さなければな
りません。

加入の届出が
遅れると…

脱退の届出が
遅れると…

加入の届出が
遅れると…

脱退の届出が
遅れると…
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高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆
様
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
と

普
及
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

２割（平成 24 年 3月31日まで 1割）

２割（平成 24 年 3月31日まで 1割）一部負担
金の割合

２割（平成24年7月31日まで1割）一部負担
金の割合

下記のように変わります

〔現在お持ちの受給者証〕

〔新しい受給者証〕

こちらの表示が変わりま
す。
なお、７月下旬に前年
の収入により負担割合を
決定後、８月から有効
の受給者証を再送付し
ます。

　

平
成
18
年
度
の
医
療
制
度
改
正
に
よ

り
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
医
療
機
関
で
の

負
担
割
合
が
、
法
律
上
は
１
割
か
ら
２
割

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
政
府
の
負
担

割
合
凍
結
措
置
に
よ
り
、
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で
、
患
者
の
窓
口
負
担
は
１
割
負

担
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
措
置
が
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

再
延
長
さ
れ
た
た
め
、
現
在
医
療
費
が
１

割
負
担
の
方
に
つい
て
は
高
齢
受
給
者
証
の

差
し
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
対
象

の
方
に
は
新
し
い
受
給
者
証
を
３
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
受
診

す
る
際
に
は
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

ジェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

は
、先
に
開
発
さ
れ
た
薬
（
先
発
医
薬
品
）

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬

品
で
、
厚
生
労
働
省
が
先
発
医
薬
品
と
同

等
と
認
め
た
も
の
で
す
。

○
先
発
医
薬
品
と
有
効
成
分
が
同
じ
な
の

で
、
同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

○
製
品
に
よ
って
は
、
大
き
さ
、
味
、
に
お

い
の
改
善
等
、
先
発
医
薬
品
よ
り
工
夫
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

○
開
発
コ
ス
ト
が
少
な
い
分
、
先
発
医
薬

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
高
額

な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
限
度
額

適
用
認
定
書
等
と
被
保
険
者
証
を
提
示

す
れ
ば
１
か
月
の
医
療
費
等
の
窓
口
で
の

支
払
が一定
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。

●
事
前
に
医
療
保
険
者
か
ら
の
限
度
額

認
定
証
の
交
付
が
必
要
な
対
象
者

・
70
歳
未
満
の
方

・
70
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
の
方

お
勤
め
先
の
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方

は
、
会
社
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
６

後
期
高
齢
者
医
療
の
方

　

社
会
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
２

品
よ
り
約
３
割
〜
７
割
安
価
で
す
。

留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

○
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
医
薬
品
の
価
格
が
下
が
っ
て
も
、
自
己

負
担
額
が
先
発
医
薬
品
使
用
時
と
変
わ
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
取
り
扱
っ
て
い

な
い
場
合
や
、
取
り
寄
せ
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

○
医
師
が
使
用
を
認
め
な
い
場
合
は
、
切

り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る
に
は

○
薬
局
で
処
方
薬
を
も
ら
う
場
合

　

処
方
せ
ん
に
あ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
「
変
更
不
可
」
欄
に
、
医
師
の
署
名

が
な
け
れ
ば
、
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
病
院
内
で
薬
を
も
ら
う
場
合

　

診
察
券
な
ど
と一緒
に
希
望
カ
ー
ド
を
出

す
か
、
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
市

民
課
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
グ
ル
ー
プ

　

☎（
40
）５
５
５
６

４
月
か
ら
も
医
療
機
関
で
の

　
　
　
窓
口
負
担
１
割
が
継
続
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
皆
様
へ

医療・健康保険

広
報
し
も
つ
け　
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4134

QA

QA

QA

QAQA

QAQA

　

市
で
は
、
こ
ど
も
・
妊
産
婦
・
ひ
と
り

親
家
庭
・
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
助

成
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る
ご
質

問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
制
度
の
内
容
や

登
録
の
方
法
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社

会
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
２

医
療
費
助
成
制
度
Ｑ
＆
A

〜
よ
く
あ
る
ご
質
問
を

　
　
　

ご
紹
介
し
ま
す
〜

　

申
請
書
は
ど
こ
に
書
け
ば
い
い
の
？

　
「
申
請
者
記
入
欄
」
と
あ
る
二
重
線
で

囲
ま
れ
て
い
る
箇
所
の
み
記
載
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
何
枚
用
意
す
れ
ば
い
い
の
？

　

市
で
は
医
療
機
関
・
薬
局
ご
と
に
１
枚

ず
つ
ご
用
意
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
同

じ
医
療
機
関
や
薬
局
の
領
収
書
で
あ
れ
ば

診
療
月
が
ま
た
が
っ
て
も
申
請
書
は
1
枚

で
大
丈
夫
で
す
。

　

領
収
書
は
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
も
い
い

の
？

　

市
で
は
領
収
書
の
原
本
で
申
請
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
他
で
使
用
す
る

場
合
、
用
途
に
よ
っ
て
は
原
本
を
お
返
し

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
事
前
に
担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
い
つ
振
り
込
ま
れ
る
の
？

　

原
則
、
月
末
締
め
切
り
、
翌
月
末
に
振

り
込
み
で
す
。
た
だ
し
、

①
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

全
員
、
及
び
下
野
市
国
民
健
康
保
険
の
方

の
う
ち
支
払
額
が
２
１
，
０
０
０
円
を
超

え
る
方

　
高
額
医
療
費
支
給
確
認
の
た
め
、
早
く

　

て
も
診
療
月
か
ら
３
か
月
後
の
振
り
込

　

み
と
な
り
ま
す
。

②
加
入
保
険
か
ら
高
額
療
養
費
や
付
加
給

付
の
支
給
が
見
込
ま
れ
る
の
に
支
給
決
定

通
知
書
の
写
し
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
場

合
　

支
給
金
額
の
確
認
が
で
き
る
ま
で
振
り

　

込
み
が
保
留
に
な
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
病
院
に
か
か
っ
た
の
で
、
確
定

申
告
で
医
療
費
控
除
を
申
告
し
た
い
ん
だ

け
ど
。

　

各
種
医
療
費
助
成
を
受
け
た
も
の
に
つ

き
ま
し
て
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

受
診
し
て
か
ら
い
つ
ま
で
申
請
で
き
る

の
？

　

診
療
月
の
翌
日
初
日
か
ら
１
年
以
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
平
成
24

年
３
月
に
受
診
し
た
も
の
は
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
が

申
請
期
間
に
な
り
ま
す
。

　

領
収
書
を
紛
失
し
て
し
ま
い
、
病
院
で

再
発
行
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

も
う
助
成
は
受
け
ら
れ
な
い
の
？

　

申
請
書
の
中
段
に
「
医
療
機
関
記
入

欄
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
病
院
等
で
そ
ち

ら
へ
証
明
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
丈
夫
で

す
。（
証
明
に
料
金
が
か
か
る
場
合
も
あ

る
よ
う
で
す
。）

Ａ病院

３月受診分
領収書

４月受診分
領収書

B薬局

３月調剤分
領収書

４月調剤分
領収書

C病院

３月受診分
領収書

４月受診分
領収書

◀◀

医療・健康保険 

広
報
し
も
つ
け　
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国民年金
だより

■問い合わせ先
市民課　☎40-5556
栃木年金事務所
☎0282-22-6074、4134

学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

学
生
で
国
民
年
金
に
加
入
し
た
け

ど
、
国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
ら
れ

な
い

　

学
生
の
方
は一般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
本
人
の
所
得
が一定
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上

で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。
な
お
、夜
間
・

定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
を
含
み
ま

す
。（
一部
対
象
外
の
学
校
が
あ
り
ま
す
）

学
生
納
付
特
例
の
手
続
き
を
し
た
い

●
申
請
先

　

各
庁
舎
市
民
課

●
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書
の
写
、
失
業
し
た
場
合
は
雇
用

保
険
の
離
職
票
ま
た
は
受
給
資
格
者
証

　

平
成
23
年
度
分
（
平
成
23
年
４
月
〜
平

成
24
年
３
月
）
の
学
生
納
付
特
例
の
受
付

は
、
平
成
24
年
５
月
１
日
㈫
ま
で
と
な
り

ま
す
。
申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

平
成
24
年
度
分
（
平
成
24
年
４
月
〜
平
成

25
年
３
月
）
の
学
生
納
付
特
例
の
受
付
は

平
成
24
年
４
月
２
日
㈪
か
ら
と
な
り
ま

す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
次
の

年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
、
４
月
初

め
に
更
新
用
の
申
請
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
の
で
、
引
続
き
学
生
で
あ
れ
ば
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

申
請
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
市
役
所
市

民
課
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
納
付
」と「
学
生
納
付
特
例
」と「
未

納
」
は
こ
の
よ
う
に
違
い
ま
す

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を

増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制

度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に一定
の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

●「受給資格期間」と「年金額」への取り扱いの違い

納　　付 未　　納学生納付特例
（承認期間）

障害基礎年金
遺族基礎年金

受給資格期間

年金額に計算

老齢
基礎
年金

（受給資格期間）

○
期間に入ります

○
期間に入ります

×
期間に入りません

○
期間に入ります

○
期間に入ります

×
期間に入りません

○
計算されます

×
計算されません

×
計算されません

国民年金だより

広
報
し
も
つ
け　
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天
平
の
花
ま
つ
り
へ

　
　
　
　
　

お
出
か
け
く
だ
さ
い

　

今
年
も
、
天
平
の
丘
公
園
（
下
野
市
国
分

寺
）
で
花
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

花
広
場
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
謡
シ
ョ
ー
、

カ
ラ
オ
ケ
、
お
子
さ
ん
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
に
用
意
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
市
内
商
店
会
、
公
益
団
体

が
出
店
し
、
手
ぶ
ら
で
お
花
見
が
楽
し
め
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
催
し

　

林
あ
さ
美
歌
謡
シ
ョ
ー

　

明
日
香
る
み
歌
謡
シ
ョ
ー

●
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

　

特
命
戦
隊
ゴ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ

●
そ
の
他
の
催
し

・
淡
墨
桜
イ
ベン
ト

（
野
点
・
か
ん
ぴ
ょ
う
汁
無
料
）

・
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
・
ミ
ニ
新
幹
線
の
運
行

・
移
動
動
物
園

・
野
点
（
カ
ラ
ク
リ
水
車
前
）

・
栃
木
県
立
し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

第
25
回
春
季
特
別
展　

栃
木
の
遺
跡

　

―
最
近
の
発
掘
調
査
成
果
か
ら
―

●
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

☎（
48
）２
１
１
２

今
年
も
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！

今
年
も
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！

第
3333
回
天
平
の
花
ま
つ
り

天
平
の
花
ま
つ
り

第
33
回
天
平
の
花
ま
つ
り
今
年
も
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！

●イベント期間
　４月10日㈫～ 30日㈪
　午前 10 時～午後４時まで
●イベント内容
　秋山亭内での物品の展示及び展示を伴う販売
●会場使用料
　午前９時～午後１時　３００円
　午後１時～午後５時　３００円
※ただし、物品展示のみの場合は無料
●申込期限　３月16日㈮
●審　査
　応募をいただいた中から審査を実施し、決定
　します。

●申込用紙及び要領は、商工観光課にあります。又、
下野市観光協会ホームページからもダウンロードでき
ます。
●申し込みする際には必ず申込要領をご覧ください。

●出店期間　４月10日㈫～30日㈪
●条　　件　市内在住者
●出  店  料　１区画１日当たり１，０００円
●申込期限　３月16日（金）
※飲食物の販売は禁止。
※申し込み多数の場合は抽選となります。

下野市の「天平の花まつり」をテーマにした写真を募集します。
応募された作品は、下野市のＰＲとして、下野市観光協会及び
下野市の広報誌、ホームページなどに活用させていただく予定
です。ご応募お待ちしております。
●応募方法
　下野市観光協会ホームページからオンラインで応募するデ
ジタル写真を対象としています。詳しくは、下野市観光協会ホー
ムページをご覧ください。
●応募期間
　３月20日㈫～５月31日㈭
●問い合わせ先
　下野市観光協会事務局（商工観光課内）
　☎（48）2112
URL　http://www.shimotsuke-ta.com/

このほか下野市観光協会では随時フォトコンテストを行ってい
ます（28ページに掲載）。たくさんのご応募お待ちしております。

一緒に花まつりを
盛りあげてくれる方を募集

天平の花まつり開催時の
秋山亭でのイベントの募集について

花まつりマーケット出店募集

花まつり写真を募集します

４
月
13
日

４
月
28
日

４
月
15
日

３
月
24
日
・
25
日

４
月
21
日
・
28
日

４
月
21
日
（
雨
天
時
22
日
）

４
月
１
日
〜
５
月
６
日

４
月
21
日
〜
６
月
17
日

天平の花まつり

広
報
し
も
つ
け　
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メ
タ
ボ
予
防
教
室
の

参
加
者
募
集

健
康
相
談
室
が
４
月

か
ら
変
更
に
な
り
ま
す

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

3
月
1
日
㈭
〜
7
日
㈬

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
の
機
会
に
内
面
か
ら
健
康
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者

　

40
歳
以
上
で
健
診
を
受
診
し

た
方
で

①
食
生
活
を
見
直
し
た
い
方

②
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

に
興
味
が
あ
る
方

　

ご
家
族
・
お
友
達
の
参
加
も

可
能
で
す
。
お
誘
い
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

●
日　

程

　

３
月
15
日
㈭

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

●
時　

間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

30
分
（
受
付
：
９
時
〜
）

●
内　

容

　

・
低
カ
ロ
リ
ー
食
の
試
食

　

・
打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

　
　
い
て
学
ぼ
う

　
　

食
事
に
関
す
る
耳
寄
り
情

　
　

報
お
伝
え
し
ま
す
。

　

・
身
近
な
飲
み
物
に
含
ま
れ

　
　

る
砂
糖
や
油
の
量
に
つ
い
て

　
　

知
ろ
う
！ 

　

・
室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の

　
　

紹
介

●
持
ち
物

　

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
運

動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
運

動
用
の
水
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
し
込
み

　

教
室
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

母
子
健
康
手
帳
の
発
行
や
子

育
て
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
相

談
、
健
康
診
断
に
つ
い
て
の
相
談

等
が
平
成
24
年
度
か
ら
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
ら
館
」

健
康
増
進
課　

 

月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

☎（
52
）１
１
１
６

℻ （
52
）３
７
１
２

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
館
」

健
康
相
談
室　

 

火
・
木
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

☎（
43
）１
２
３
２

℻
（
43
）１
２
３
５

※
南
河
内
健
康
相
談
室
は
、
平

成
24
年
３
月
30
日
で
閉
鎖
と
な

り
ま
す
。
お
手
数
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
き
ら
ら
館
又
は
ゆ
う

ゆ
う
館
で
の
相
談
・
申
請
等
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

E
メ
ー
ル
：

him
otsuke.lg.jp

　

４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
に

備
え
て
、
必
要
な
予
防
接
種
を

す
ま
せ
、
病
気
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
期
間
に
つ
い
て
、
土
・
日

曜
日
等
に
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
市
内
の
医
療
機
関
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
一
部
実
施
し
て

い
な
い
日
や
時
間
が
あ
り
ま
す
の

で
、
接
種
希
望
者
は
事
前
に
ご

確
認
の
う
え
、
必
ず
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

○
海
老
原
医
院　
　
　

　

☎（
44
）0
1
6
3

○
グ
リ
ム
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

　

☎（
51
）1
5
1
5

○
佐
藤
内
科　

　

☎（
53
）1
3
0
5

○
ふ
じ
た
ク
リ
ニッ
ク

　

☎（
51
）2
7
2
7

○
宮
澤
ク
リ
ニッ
ク　

　

☎（
44
）3
3
0
9

●
日　

時　
　

　

３
月
21
日
㈬

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
会　

場　

国
分
寺
公
民
館

※
血
小
板
成
分
献
血
の
対
象
の

男
性
で
、
65
歳
か
ら
69
歳
の
方

は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に

献
血
経
験
の
あ
る
方
に
限
ら
れ

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation

成分献血 全血献血

血漿成分献血 血小板成分献血 200mL献血 400mL献血

1回
献血量

300mL～600mL
（体重別） 400mL以下 200mL 400mL

年　齢 18歳～69歳 男性：18～69歳
女性：18～54歳

男性：17～69歳
女性：18～69歳16歳～69歳

体　重 男性45kg以上・女性40kg以上 男女とも50kg以上

●献血方法別の献血基準

kenkouzoushin@
s

　

・
自
分
の
食
事
を
見
直
そ
う
！

広
報
し
も
つ
け　
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月　　日 対　　象　　者 場　　所内　　　容受付時間

自
殺
予
防
講
演
会
開
催

の
お
知
ら
せ

多
重
債
務
者
等
の
心
の

健
康
無
料
相
談
会

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

開
催
の
お
知
ら
せ

3月16日㈮ ポリオ予防接種13：30～14：00 生後3か月～90か月までのお子さん
で2回接種していない方（予約不要） きらら館

3月21日㈬ 赤ちゃん広場9：45～10：00 平成23年11月・12月生 ゆうゆう館

3月26日㈪ 4か月児健診13：00～14：00 平成23年11月生 ゆうゆう館

3月23日㈮ ポピーくらぶ
リトミックを行います9：45～10：00 1歳6か月～就園前のお子さん きらら館

3月27日㈫ 9か月児健診13：00～14：00 平成23年5月生 ゆうゆう館
4月3日㈫ 3歳児健診13：00～14：00 平成21年1月生 ゆうゆう館

4月6日㈮ ポピーくらぶ9：45～10：00 就園前のお子さん きらら館

4月4日㈬ ポリオ予防接種13：30～14：00 生後3か月～90か月までのお子さん
で2回接種していない方（予約不要） ゆうゆう館

4月12日㈭ 赤ちゃん広場9：45～10：00 平成24年1月生 ゆうゆう館

4月11日㈬ ポピーくらぶ
リトミックを行います9：45～10：00 8か月～1歳6か月のお子さん ゆうゆう館

4月10日㈫ 1歳6か月児健診13：00～14：00 平成22年9月生 ゆうゆう館

保健メモ　3月号　3月16日→4月12日

　

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た

の
こ
と
、
あ
な
た
の
周
り
の
大
切

な
人
の
こ
と
。

　

自
殺
予
防
対
策
は
、
年
齢
、

性
別
を
問
わ
ず
、
各
分
野
に
お

い
て
重
要
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
生
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
学

び
・
考
え
、
そ
し
て
誰
も
が
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

３
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
45
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

グ
リ
ム
の
館
（
下
野
市
グ
リ
ム

の
森
内
）　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
演　

題

「
病
気
に
な
る
人
な
ら
な
い
人
…

現
代
人
の
心
と
体
の
カ
ル
テ
」

●
講　

師

　

お
お
た
わ
史
絵　

氏（
医
師
）

●
料　

金　

無
料

　

入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で

す
。
2
月
14
日
㈫
か
ら
市
内
公

民
館
等
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課　

●
日　

時

　

３
月
７
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
３
時

●
場　

所

　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
お
や
ま

　

小
山
市
喜
沢
１
４
７
５

　
（
お
や
ま
ゆ
う
え
ん
ハ
ー
ヴ
ェ
ス

ト
ウ
ォ
ー
ク
内
）

●
内　

容

　

・
多
重
債
務
等
の
経
済
問
題

　
　

に
関
す
る
法
律
相
談

　

・
心
の
健
康
相
談

●
定
員　

４
名（
予
約
者
優
先
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
支
援
課

　

☎（
22
）６
１
９
２

　
ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち

た
、
体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思

い
を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ
と

で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽

く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日　

程
（
月
１
回
開
催
）

　

３
月
27
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

●
相
談
員　

精
神
科
医

●
料　

金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　

　

☎（
52
）１
１
１
２

　

☎（
52
）１
１
１
６

3月は自殺対策強化月間です

広
報
し
も
つ
け　
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問い合わせ先 環境課 40-5559

下
野
市
環
境
基
本
条
例

（
案
）が
答
申
さ
れ
ま
し
た

下
野
市
ご
み
減
量
化
計

画（
案
）に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

原
則
禁
止
で
す

広瀬市長に答申書を手渡す中村会長

　

２
月
７
日
㈫
、
下
野
市
環
境

審
議
会
（
中
村
祐
司
会
長
/
宇

都
宮
大
学
教
授
）
が
、「
下
野

市
環
境
基
本
条
例
」
の
最
終
案

を
広
瀬
市
長
に
答
申
し
ま
し

た
。

　

本
条
例
（
案
）
は
、
環
境
に

関
す
る
基
本
的
な
内
容
を
規
定

す
る
条
例
で
あ
り
、
環
境
の
保

全
及
び
創
造
に
関
す
る
基
本
理

念
や
、
施
策
の
方
向
性
を
示
す

規
定
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
識
経
験
者
や
市
民
、
各
種

団
体
の
代
表
者
な
ど
委
員
15
人

で
構
成
さ
れ
た
、
下
野
市
環
境

基
本
計
画
策
定
委
員
会
（
野
沢

定
雄
委
員
長
／
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）
で
作
成
し
た
素
案
に
つ
い

て
、
同
審
議
会
で
審
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
に
「
ご

み
減
量
化
計
画
」
を
策
定
し
、

本
年
度
ま
で
計
画
に
沿
っ
て
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
本
計
画
も
策

定
か
ら
５
年
を
経
過
し
、
計
画

が
終
了
す
る
た
め
、
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
の
改
定
に
合
わ

せ
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で

す
。

　

下
野
市
ご
み
減
量
化
計
画
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

●
公
表
す
る
資
料

　

下
野
市
ご
み
減
量
化
計
画（
案
）

●
資
料
の
閲
覧
場
所

　

⑴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

⑵
文
書
閲
覧

﹇
文
書
閲
覧
の
場
所
﹈

①
環
境
課（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

②
石
橋
庁
舎
相
談
室
（
１
階
ロ

ビ
ー
）

③
市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河

内
図
書
館
２
階
）

※
閲
覧
時
間
は
午
前
9
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

●
意
見
の
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
３
月
16
日
㈮

※
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

３
月
16
日
㈮　

午
後
5
時
15
分

ま
で

●
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
郵
送　

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7　

下
野
市
役
所　

環
境
課
あ
て

②
℻
（
40
）5
5
7
2

③
電
子
メ
ー
ル

.shim
otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参　

環
境
課
（
国
分

寺
庁
舎
2
階
）

　

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
、
氏
名
（
※
）、
住

所
（
※
）、
性
別
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。（
※
は
必
須
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
明
記
の
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。）

◆
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
つ
い

て
し
ま
う

◆
煙
の
臭
い
で
窓
が
開
け
ら
れ

な
い

　

な
ど
、
ご
み
を
焼
却
し
た
際

に
発
生
す
る
煙
や
臭
い
で
困
っ
て

い
る
人
が
ご
近
所
に
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
焼
却

せ
ず
決
め
ら
れ
た
日
に
、
行
政
カ

レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭
ご
み
の
正
し

い
分
け
方
・
出
し
方
」
に
従
っ
て

分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョン
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
雑
草

等
を
排
出
す
る
際
に
は
ご
み
減

量
化
の
た
め
、
乾
燥
さ
せ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、
み

ん
な
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〒
3
2
9
―
0
4
9
2

kankyou@
city

広
報
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不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

あ
な
た
の
犬
・
ね
こ
が

ご
近
所
か
ら
好
か
れ
る

た
め
に

ご
み
を
出
す
時
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

こ
の
ご
み
ど
う
や
っ
て

出
し
た
ら
い
い
の
？

Q

A

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の　
『
譲
り
ま
す
』　
『
譲
っ

て
く
だ
さ
い
』　

情
報
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
・
大
型
犬
用
キ
ャ
リ
ー
・

子
供
用
自
転
車
（
20
イ
ン
チ　

青
）・
学
生

服
上
下
（
国
分
寺
中
学
校
）・
ぬ
い
ぐ
る
み

（
プ
ー
さ
ん
な
ど
の
子
ど
も
用
）・
子
ど
も

用
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
（
木
製
）・
囲
碁
セ
ッ
ト
・

フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
ふ
く
ら
は
ぎ
用
）・
子

ど
も
（
女
児
）
水
着
（
1
3
0㎝
色
ピ
ン
ク

系
）　

・
子
ど
も
（
女
児
）
リ
フ
レ
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
水
着
（
1
4
0㎝
）・
女
児
用

　

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
タ
ー
（
20
―
23㎝　

色
ピ
ン
ク
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ひ
じ
あ
て
、
ひ
ざ

あ
て
つ
き
）・
中
学
生
用
参
考
書
・
問
題
集
・

幼
児
用
ふ
と
ん
（
３
組
）・
ブ
リ
タ
ニ
カ
英

語
教
材
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
９０
本
・
本
９０

冊
）・
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

女
子
制
服
（
冬
服
・
夏
服
・
鞄
等
一
式
／

上
L
・
下
LL
）

〈
譲
って
く
だ
さ
い
〉

・
東
芝
ワ
ー
プ
ロ
・
子
供
用
自
転
車
・
む
つ

み
愛
泉
幼
稚
園
制
服（
男
女
）、体
操
着（
男

女
）、
園
で
使
用
す
る
も
の
・
第
二
薬
師
寺

幼
稚
園
女
児
制
服
、
体
操
着
・
車
い
す
・

南
河
内
二
中
男
子
制
服
、
体
操
着
・
南
河

内
中
学
校
男
子
制
服
・
佐
野
日
大
高
等
学

校
男
子
制
服
（
体
操
着
・
靴
・
カ
バ
ン
な

ど
含
む
）・
南
河
内
第
二
中
女
子
制
服
、

体
操
着
・
ジ
ュニ
ア
シ
ー
ト
・
南
河
内
中
女

子
制
服
、
体
操
着
（
Ｌ
）・
ロ
ー
チ
ェ
ア
・

男
児
サ
イ
ズ
1
1
0
〜
の
洋
服
・
女
児
サ

イ
ズ
95
〜
の
洋
服
・
薬
師
寺
幼
稚
園　

長

袖
体
操
服
・
高
校
生
女
子
用
コ
ー
ト

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
情

報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

誰
も
が
犬
・
ね
こ
を
好
き
と

は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
犬
・
ね
こ
の
飼
い
方
は
誰

も
が
不
快
で
す
。
み
ん
な
か
ら

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
飼
い

主
は
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て

犬
・
ね
こ
を
飼
い
ま
し
ょ
う
。

●『
ふ
ん
』
の
処
理
は
飼
い
主
の

責
任
で
す

・
散
歩
中
は
「
ふ
ん
」
を
片
付

け
る
道
具
を
携
帯
し
、必
ず
「
ふ

ん
」
を
片
付
け
自
宅
で
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。
道
路
や
公
園
な

ど
、
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ね
こ
は
専
用

の
ト
イ
レ
を
用
意
し
、
決
ま
っ
た

場
所
で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●『
鳴
き
声
』、『
に
お
い
』、『
こ

う
傷
事
故
』
に
注
意
し
ま
し
ょ

う・
鳴
き
声
が
近
所
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
、
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ

う
。

・
飼
っ
て
い
る
場
所
、
そ
の
周
辺

を
常
に
清
潔
に
す
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
犬
が
人
に
危
害
（
人
に
か

み
つ
く
等
）
を
加
え
た
場
合
は
、

届
出
が
必
要
で
す
。

●
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
放
し
飼
い
を
す
る
と
、
人
に
か

み
つい
た
り
、
物
を
壊
し
て
し
ま
っ

た
り
と
い
う
危
険
性
が
あ
り
、

み
ん
な
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
犬
に
と
っ
て
も
、
交
通
事

故
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
中
や
サ
ー
ク
ル
で
飼
っ
て
い

る
犬
で
も
、
カ
ミ
ナ
リ
や
花
火
な

ど
大
き
な
音
が
し
た
と
き
、
驚

い
て
外
に
飛
び
出
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
散
歩
の
時
は
リ
ー
ド
（
引
き

綱
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
ね
こ
は
、
ご
近
所
へ
の
ふ
ん
尿

等
の
被
害
防
止
の
ほ
か
、
交
通

事
故
や
感
染
症
の
危
険
か
ら
守

る
た
め
に
も
、
屋
内
飼
育
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

【
す
べ
て
の
方
へ
】

●
犬
・
ね
こ
に
エ
サ
だ
け
与
え

る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
正

し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
き
ち
ん
と
分
別
し
、
決
め
ら

れ
た
分
け
方
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。

（
分
別
方
法
の
ほ
か
、
出
し
方

や
出
す
日
が
違
う
と
、
下
記
の

よ
う
な
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
ま

す
）

○
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
日
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
朝
８
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ

た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
収
集
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
出

し
た
場
合
、
ご
み
は
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

○
自
分
の
出
し
た
ご
み
が
収
集

さ
れ
な
か
っ
た
時
は
、
持
ち
帰

り
、
分
け
方
・
出
し
方
を
再

度
確
認
し
て
出
し
直
し
て
く
だ

さ
い
。

○
清
潔
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

資
源
物
の
「
雑
紙
」
っ
て
ど

ん
な
も
の
？

　

何
気
な
く
生
ご
み
と
混
ぜ
て

捨
て
て
い
る
、
お
菓
子
の
箱
・

包
装
紙
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
も
そ
う

で
す
ね
！
口
の
部
分
の
ビ
ニ
ー
ル

を
外
し
て
ね
。

　

混
ぜ
て
出
し
て
、
燃
や
し
て

し
ま
え
ば
ご
み
だ
け
ど
、
分
別

し
て
出
せ
ば
資
源
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
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第
７
回 

下
野
市
シ
ン
グ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
の
ご
案
内

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式

試
合
と
し
て
大
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
日　

時

　

４
月
８
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　

４
月
15
日
㈰

　

４
月
22
日
㈰　

予
備
日

●
種　

目

・
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

・
壮
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
（
45
歳
以
上
）

　
（
昭
和
42
年
12
月
31
日
以
前

　

に
出
生
の
者
と
す
る
。）

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

全
種
目
、
下
野
市
代
表
選
手
選

考
の
対
象
と
し
ま
す
。

●
試
合
方
法

　

８
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
タ
イ
ブ
レ

ー
ク
（
セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
方
式
）
と
す
る
。
準
決

勝
以
後
は
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

（
セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

方
式
）
と
す
る
。
45
歳
以
上
は

全
て
８
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
（
セ
ミ 

ノ
ー
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
方
式
）

と
す
る
。
ゲ
ー
ム
数
は
参
加
者

の
人
数
に
よ
っ
て
は
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
試
合
は
全

て
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ
ジ
と
す
る
。

●
会　

場

　

下
野
市
国
分
寺
テ
ニス
コ
ー
ト

　
（
砂
入
り
人
工
芝
６
面
）

　

下
野
市
大
松
山
テ
ニス
コ
ー
ト

　
（
砂
入
り
人
工
芝
４
面
）

●
参
加
資
格

　

下
野
市
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
中
の
者
で
あ
る
こ
と
。

●
申
し
込
み

　

受
付
：
３
月
19
日
㈪

〜
30
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

　

申
込
先
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
、

参
加
料
と
一
緒
に
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

種
目
毎
に
分
け
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
１
人

１
，５
０
０
円
で
す
。

　

ド
ロ
ー
は
下
野
市
テ
ニ
ス
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

http://hom
epage2.nifty.

com
/SCT

A
/

）
で
４
月
３
日

㈫
以
降
、
確
認
で
き
ま
す
。

●
主　

催

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

井
上

　
☎
0
9
0
─1
4
6
7
─0
2
6
5

　

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、「
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
・
だ
れ
と
で
も
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
随
時
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
約

５
０
０
名
の
会
員
に
よ
り
各
種

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教

室
（
40
歳
以
上
）
や
キ
ッ
ズ
教

室
（
小
学
生
3
年
生
か
ら
6
年

生
）
で
の
事
業
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。ぜ
ひ
、気
軽
に
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
め
る
グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
!

●
ク
ラ
ブ
年
会
費

　

１
，０
０
０
円

　

た
だ
し
、
保
険
料
及
び
各
ク

ラ
ブ
の
別
途
参
加
費
が
か
か
り

ま
す
。

実
施
予
定
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等

　

シ
ニ
ア
教
室
、
キ
ッ
ズ
教
室
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

卓
球
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
、
ペ
タ
ン
ク
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
輪
投
げ
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
、
ダ
ー
ツ

　

興
味
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
里

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
（
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内
）

　
　

担
当　

高
山

　

☎（
52
）１
１
２
４

（
月
・
水
・
金
曜
日
）

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
石
橋
地
区

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
!

スポーツ振興くじ
助成事業

Let’s SPORTS
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●
対
象

　

平
成
24
年
度
に
新
規
に
会
員
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

な
お
、
平
成
23
年
発
行
の
会
員
証
を
お
持
ち
の
会
員
は
別
途
ご

案
内
の
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
会
員
に
は
会
員
証
を
発
行
し
、
下
表
の
教
室
に
自
由
に

参
加
い
た
だ
け
ま
す
（
競
技
系
教
室
に
は
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
会
員

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。）。

●
申
込
方
法

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
会
員
登
録
申
込
書
に
年
会
費
と
保
険

料
を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

　

申
込
受
付
は
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
内
事
務
局　

☎（
44
）０
８
４
９

　

担
当
：
増
山

　

火
・
水
・
木
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分
に
在
席

●年会費、スポーツ保険

条　　件 年会費 スポーツ　
安全保険料

中学生以下 1,000円 800円/年
成　人 3,000円 1,850円/年
65歳以上
のシニア 2,000円 1,000円/年

ファミリー
（同居の家族） 7,000円 上記による

10名以上
の団体 20%OFF 個別相談

●中学生以下は原則としてスポーツ安全保
険加入が必要です。高校生以上はクライミ
ング教室とカヌー教室は保険加入が必要で
すが、それ以外の教室は任意加入です。
●教室・事業に参加する場合は参加費が必
要になります。

＜平成24年度実施予定の教室・事業＞

No 事　業　項　目 基本曜日 基本時間 会　　場 募集対象
参　　加　　費

定員
会　　員 会員外

1 国分寺キッズクラフ゛ 土日17回/年 9:30～11:30 B&G体育館 小学2～ 6年生
10,000円/17回
スケートは
自己負担

実費負担 40

2 Jrソフトテニス教室 毎土曜日 13:00～15:00 B＆Gコート 小学3～ 6年生 1,000円/月 500円/回 35
3 国分寺STAC 毎土曜日 15:30～17:30 B＆Gコート 中学生以上 1,000円/月 　 20

4 キッズサッカー教室 毎土曜日 9:00～10:00 箕輪古城公園 3歳以上の幼児

1,500円/月
（照明自己負担）

1,000円/回
（照明自己負担）

20

5 小学サッカー教室(火曜日コース) 毎火曜日 18:30～20:30 箕輪古城公園 小学2～ 6年生 25

6 小学サッカー教室(土曜日コース) 毎土曜日 10:00～12:00 箕輪古城公園 小学2～ 6年生 25

7 フットサル教室 毎木曜日 19:30～21:30 南河内東体育館 中学生以上 1,500円/月 1,000円/回 20

8 親子体操教室
限定月曜
8回/シリーズ
2シリーズ/年

10:00～11:30 B&G体育館 2歳～未就学児 3,600円/8回 4,000円/8回 20組

9 クライミング教室
限定土曜
5回/シリーズ
2シリーズ/年

9:30～11:30 クライミング
ウォール 小学生以上 無料

（保険加入必須）
中学以下800円/5回
高校以上1,850円/5回 25

10 昼エアロビ&ストレッチ教室 月2回火曜 15:00～16:00 B&G体育館 制約なし

500円/回 1,000円/回

25

11 夜エアロビ&ストレッチ教室 月2回月曜 19:30～20:30 友愛館 制約なし 25

12 昼気功＆太極拳教室 月2回火曜 14:00～15:30 B&G体育館 制約なし 25
13 夜気功＆太極拳教室 月2回月曜 19:30～21:00 B&G体育館 制約なし 25
14 カローリング教室 月1回金曜 13:30～15:30 B&G体育館 制約なし 100円/回 300円/回 20

15 カヌー体験教室 夏季限定
月曜日 19:00～21:00 B&Gプール 小学5年以上 2,000円/4回

（保険加入必須）
中学以下2,800円/4回
高校以上3,850円/4回 10

16 キンボール教室 月2回水曜 18:30～20:30 国小体育館 小学2～ 6年生 500円/月 500円/回 20
17 Jr女子ソフトボ―ル教室 毎土/日曜 9:30～11:30 柴南グラウンド 小学1～ 6年生 2,000円/月 20
18 ヒップホップダンス教室 月2回土曜 19:00～20:00 友愛館 小学2~6年生 1,000円/月 1,000円/回 20
19 春秋ハイキング 日曜日 7:00～18:00 県内外 小学生以上 200円/回

(経費自己負担)
700円/回

(経費自己負担)
25

20 四季ウォーキング 日曜日 7:00～18:00 県内外 小学生以上 25
21 スポ―ツフェスティバル 5月の日曜 10:00～13:00 運動公園 制約なし 無料 200

◆会員外の方がクライミング教室に両シリーズとも参加する場合、２シリーズ目は無料となります 

スポーツ振興くじ助成事業

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺
」
会
員
募
集
!

Let’s SPORTS
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い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
、
よ

り
多
く
の
人
が
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
し
て
、「
元

気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
南
河
内
」
の

平
成
24
年
会
員
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
と
下
表
に
記
載
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
ど
れ
で
も
い
く
つ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。(

た
だ
し
、
下
表
の
種
目
番

号
に
※
の
付
い
て
い
る
ハ
イ
キ
ン
グ
等
は
別
途

参
加
費
が
必
要
で
す
。）

●
対　

象

① 

平
成
24
年
度
に
新
た
に
会
員
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方

② 

平
成
23
年
度
発
行
の
会
員
証
を
お
持
ち
の
方

も
更
新
す
る
場
合
に
は
必
ず
年
会
費
納
入
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 

会
員
に
な
る
と
下
表
の
１
〜
14
の
す
べ
て
の

教
室
に
追
加
負
担
無
し
で
参
加
で
き
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
事
務
局
で
会
員
登

録
申
込
書
に
記
入
し
、
年
会
費
と
保
険
料
を
添

え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

　

継
続
会
員
は
会
員
証
に
年
会
費
の
納
入
印
を

押
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
窓
口
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
事
務
局

　

☎（
48
）５
４
０
１

　

下
野
市
仁
良
川
１
１
４
１

●年会費・傷害保険
会員は、全員に保険加入していただきます。

会　員　種　別 年会費 スポーツ安全保険
一　　　般 4,400円 1850円／年
シニア（65才以上） 4,400円 1,000円／年
ジュニアＡ（高校生） 3,400円 1,850円／年
ジュニアＢ（中学生以下） 3,400円 800円／年
ファミリー（同居3人以上） 10,000円 上記年齢に応じて
夫婦(ふたり) 8,000円 上記年齢に応じて
ファミリー会員・夫婦会員の保険料は各年齢別の掛け金
の合計となります。

№ スポ―ツ教室の種類 開催曜日 時間 会　　場 募　集　対　象

1 剣道 毎週火・金曜日 19:00 ～ 21:00 第二中柔剣道場 小学１年生～一般第2、4日曜日 18:30 ～ 20:30 第二中体育館

2 卓球（硬式とラージ） 毎週土曜日
（第5を除く） 13:00 ～ 15:00 南河内体育センター 小学３年生～一般

3 ミニバスケットボ―ル 第2・4木曜日 19:00 ～ 21:00 薬師寺小体育館 小学3年生～中学3年生

4 バレーボール 毎週土曜日
（第2を除く） 10:30 ～ 12:30 南河内体育センター 小学2年生～中学3年生

5 バドミントン 第1・3月曜日 19:00 ～ 21:00 南河内体育センター 小学4年生～一般
6 ストレッチ＆リズム体操 第1・3火曜日 10:30 ～ 12:00 南河内公民館 年齢制限なし（子供連れでどうぞ）

7 シニアテニスサークル 第1・3日曜日 13:00 ～ 15:00 南河内テニスコート 原則として45歳以上の初心者・初級者
（水曜は自主練習）毎週水曜日  9:30 ～ 11:30

8 キッズクラブ 年間３回の特別企画 南河内体育センター 小学生
9 ニュースポ―ツクラフ゛ 第1土曜日 19:00 ～ 21:00 南河内体育センター 小学１年生～一般
10 社交ダンス 第1・3火曜日 19:00 ～ 21:00 南河内公民館 年齢制限なし
11 足腰元気アップ体操 第2･4木曜日 10:00 ～ 12:00 南河内公民館 シニア（原則60才以上）
12 ソフトボール 第1･3土曜日 19:00 ～ 21:00 南河内中学校校庭 小学4年生～一般
13 カローリング 第3水曜日 10:00 ～ 12:00 南河内体育センター 一般

14 ソフトバレーボール 第２・４土曜日 19:00 ～ 21:00 南河内体育センター 小学2年生～一般第２土曜日 10:30 ～ 12:30
15＊ ハイキング&ウォーキンク゛ 自然散策に良い時期に、花のきれいな山等（年3回） 小学4年生～一般
16＊ おためし教室 随時企画。親子体操、ランニング教室、サイクリング教室など新規企画をお試しで
17＊ 各種イベント・講習会等 随時 ワイワイフェスティバルやスキーの集いなど各種イベントや講習会を開催
＊15～17のハイキング等は別途参加費が必要です。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
元
気
ワ
イ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」南
河
内
会
員
募
集
!

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
最
大
の

特
徴
で
あ
る
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
い

つ
ま
で
も
を
実
践
す
る
た
め
に
、
年
会
費
の

み
で
す
べ
て
の
教
室
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
様
に
育
て
て

い
た
だ
く
、
地
域
の
た
め
の

ク
ラ
ブ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
緒

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健

康
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

Let’s SPORTS

スポーツ振興くじ
助成事業
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下
野
市
の
教
育
･
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
た
め
、「
第
６
回
下
野
市
教

育
の
つ
ど
い
」
が
１
月
28
日
㈯
、
国
分
寺

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、
文
化
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
活
躍
さ
れ
た
児
童
･
生

徒
･
一
般
の
方
に
対
す
る
表
彰
と
、
中
学

生
の
善
行
篤
行
表
彰
、
優
れ
た
教
育
実
践

を
行
っ
て
い
る
教
員
に
対
す
る
エ
キ
ス
ペ
ル
テ

教
員
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
永
山
教
育
委

員
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
優
秀
優
良
者

▼
文
化
活
動

嶋
田　

和
也（
薬
師
寺
小
２
年
・
児
童
画
）

寺
田　

ま
い
（
祇
園
小
２
年
・
ピ
ア
ノ
）

清
水　

菜
々
子
（
古
山
小
４
年
・
ポ
ス

辻　

隼
之
介（
国
分
寺
東
小
６
年
・
作
文
）

田
口　

真
由
（
南
河
内
中
１
年
・
書
道
）

戸
沢　

茂
（
一般
・
ク
ラ
フ
ト
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
活
動

根
本　

元
太
（
細
谷
小
５
年
・
相
撲
）

Ｊ
Ｂ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
祇
園
小
・
ミ
ニ

バ
ス
ケ
）

岡　

怜
加（
南
河
内
第
二
中
３
年
・
水
泳
）

赤
岩　

和
樹
（
国
分
寺
中
３
年
・
柔
道
）

荒
井　

菜
未
（
国
分
寺
中
３
年
・
柔
道
）

飯
島　

敦
也
（
国
分
寺
中
２
年
・
柔
道
）

国
分
寺
中
男
子
柔
道
部

　
南
河
内
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

南
河
内
第
二
中
サ
ッ
カ
ー
部
（
男
子
）

　　
堀
尾　

健
太
郎
（
國
學
院
大
學
栃
木
高

3
年
・
ハン
ド
ボ
ー
ル
）

笠
間　

睦
希
（
宇
都
宮
南
高
3
年
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
）

伊
澤　

賢
人
（
栃
木
高
3
年
・
陸
上
）

●
善
行
篤
行
者

矢
口　

大
晴
（
南
河
内
中
３
年
）

野
口　

皓
貴
（
南
河
内
中
３
年
）

大
久
保　

智
真
（
南
河
内
第
二
中
３
年
）

新
保　

朱
里
（
南
河
内
第
二
中
３
年
）

臼
井　

 

渉 （
石
橋
中
３
年
）

中
岡　

夕
茉
（
石
橋
中
３
年
）

鵜
養　

大
輝
（
国
分
寺
中
３
年
）

大
橋　

佳
奈
（
国
分
寺
中
３
年
）

●
優
秀
優
良
教
員
（
エ
キ
ス
ペ
ル
テ
教
員

賞
）

本
田　

和
也
（
薬
師
寺
小
教
諭
）

福
田　

尊
史
（
石
橋
北
小
教
諭
）

間
中　

理
恵
（
南
河
内
中
教
諭
）

星
野　

友
保
（
南
河
内
第
二
中
教
諭
）

渡
邉　

 

進 （
国
分
寺
中
教
諭
）

　

記
念
講
演
は
、
下
野
薬
師
寺
跡
安
國

寺
住
職
で
、
足
利
短
期
大
学
の
学
長
を
務

め
て
お
り
、
さ
ら
に
詩
人
と
し
て
も
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
谷
萩
昌
道
氏
に
よ
る
「
一
人

ひ
と
り
が
大
切
な
自
分
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
が
生
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仏
教

や
人
の
内
面
の
本
質
に
ふ
れ
た
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

第
６
回
下
野
市
教
育
の
つ
ど
い
を

　
　
　
　
　

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た

郡　

風
香

鱒
渕　

裕
香

市
川　

優
依

松
本　

茜

山
本　

帆
ノ
香

谷
田
部　

千
鶴

星　

ミ
ョ
ー
チ
ョン

石
島　

怜
奈

山
本　

明
日
香

佐
藤　

会
利
乃

海
老
原　

秀
明

生
井　

寛
樹

塚
原　

雅
也

倉
持　

建
太

瀬
内　

龍
虎

蓬
田　

奈
々

荻
原　

実
穂

小
林　

睦

髙
山　

梓　

荻
原　

楓

大
沼　

歩
実

須
藤　

麻
畝

蒔
田　

彩
乃

矢
野　

優
都

長
田　

知
也　

舘
野　

真
人　

渋
谷　

陸
人　

山
内　

優
志　

鯉
沼　

優
太　

富
士
本　

大
貴　

横
田　

健
介　

一
戸　

亮
真　

森
本　
ヒ
マ
ン　

井
上　

尚
紀　

阿
部　

悠
大

鈴
木　

愛
士

上
原　

望
時　

中
村　

一
貴

野
本　

俊
太
郎

石
井　

雄
大

星　

キ
ョ
ー
ワ
ァ
ン

増
田　

利
音

髙
橋　

輝

大
野　

大
我

佐
藤　

健
一
朗

篠
崎　

嵩
大

青
木　

亮
太

阿
部　

裕
太

若
林　

陸

須
田　

萌
生

渡
辺　

勇
太

坂
本　

幸
祐

加
瀬　

航
太
郎

下
豊
留　

慧

髙
橋　

洸
瑛

斉
藤　

巧
実

鏑
木　

大
輔

三
ツ
木　

雄
大

倉
井　

尚
輝

岸　

裕
太

小
林　

武
史

黒
坂　

康
平

タ
ー
）

石
橋
中
ハン
ド
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）

教育のつどい
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１
月
19
・
20
日
、
市
内
各
小

学
校
で
し
も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ
う
給

食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベン

ト
は
、
今
年
栃
木
県
か
ん
ぴ
ょ
う

伝
来
３
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
な

ど
か
ら
Ｐ
Ｒ
及
び
市
内
小
中
学
校

の
地
産
地
消
メ
ニュ
ー
を
提
供
す
る

毎
月
１８
日
の
「
し
も
つ
け
いっ
ぱ
い

デ
ー
」
に
併
せ
た
も
の
で
す
。

　

19
日
の
祇
園
小
で
行
わ
れ
た
会

食
で
は
広
瀬
市
長
、
永
山
教
育

委
員
長
、
古
口
教
育
長
な
ど
が
出

席
し
、
祇
園
小
学
校
の
吉
葉
栄
養

教
諭
か
ら
か
ん
ぴ
ょ
う
給
食
の
献

立
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
１
年

生
の
各
教
室
で一
緒
に
か
ん
ぴ
ょ
う

給
食
を
食
べ
ま
し
た
。  

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は 

・
か
ん
ぴ
ょ
う
の
か
き
た
ま
汁

・
か
ん
ぴ
ょ
う
の
ご
ま
酢
あ
え

・
カ
ン
ピ
く
ん
コ
ロ
ッ
ケ

・
カ
ン
ピ
く
ん
豆
乳
プ
リ
ン

　

い
ず
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
か

ん
ぴ
ょ
う
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
て
お
り
、
そ
の
歯
ご
た
え
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

食
後
は
集
会
が
開
か
れ
、
か

ん
ぴ
ょ
う
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、

会
場
に
参
加
し
た
「
カ
ン
ピ
く

ん
」
と
一
緒
に
ク
イ
ズ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

〜
か
ん
ぴ
ょ
う
伝
来
３
０
０
年
〜

　
　
　
　
　

か
ん
ぴ
ょ
う
給
食
を
実
施

　

古
山
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
１
月
14

日
㈯
か
ら
22
日
㈰
に
か
け
て
行

わ
れ
た
第
43
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
栃
木
県
予

選
会
に
出
場
し
、
惜
し
く
も

準
々
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
が
、

連
盟
の
推
薦
を
受
け
て
、
昨
年

に
引
き
続
き
２
年
連
続
で
第
28

回
関
東
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
栃
木
県
１
１
２
チ
ー
ム

を
代
表
し
て
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
蘆
田
さ
く

ら
さ
ん
は
「
出
場
で
き
て
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
関
東
大
会

で
は
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
心
を

一つ
に
し
て
頑
張
り
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

関
東
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
連
続
出
場
！

　

１
月
６
日
㈮
、
日
本
古
来

の
伝
統
文
化
「
書
き
初
め
」

が
、
石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

グ
リ
ム
の
里
新
春
書
き
ぞ

め
大
会
実
行
委
員
会
が
主
催

す
る
、
34
回
目
を
迎
え
た
本

大
会
で
は
、「
新
た
な
る
一
年

間
の
思
い
を
筆
に
託
し
、
元

気
で
力
強
い
書
ぞ
め
を
し
よ

う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
97

名
の
児
童
生
徒
ら
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　

手
本
を
見
な
い
で
、
制
限

時
間
20
分
以
内
に
３
枚
の
清

書
用
紙
で
、
学
年
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
課
題
を
書
き
あ
げ

ま
し
た
。

グ
リ
ム
の
里
新
春
書
き

初
め
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た

つなごう 心　結ぼう 絆　20

まちの話題
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技
能
検
定
合
格
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

栃
木
県
自
治
会
連
合
会

自
治
振
興
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た

下
野
市
感
謝
状
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た

　

１
級
電
気
系
保
全

　
　

齋
藤　

淳　
　
（
下
石
橋
）

　

１
級
電
気
系
保
全

　
　

内
田　

祥
徳　
（
下
石
橋
）

　

１
級
機
械
製
図
Ｃ
Ａ
Ｄ

　
　

大
塚　

泰
久　
（
笹
原
）

23
年
度
前
期

　

１
級
一般
熱
処
理

　
　

安
達　

弘
幸　
（
緑
）

　

１
級
鋳
鉄
鋳
物
鋳
造

　
　

江
川　

幸
伸　
（
田
中
）

　

１
級
タ
イ
ル
張
り

　
　

鈴
木　

広
幸　
（
祇
園
）

　

１
級
数
値
制
御
フ
ラ
イ
ス
盤

　
　

元
西　

啓
太　
（
薬
師
寺
）

　

１
級
建
設
機
械
整
備

　
　

白
川　

敏
誠　
（
下
古
山
）

　

１
級
産
業
車
両
整
備

　
　

濵
野　

裕
章　
（
石
橋
）

　

１
級
機
械
組
立
仕
上
げ

　
　

髙
瀨　

泰
志　
（
上
古
山
）

　

１
級
工
作
機
械
用
切
削
工
具
研
削

　
　

川
俣　

正
宏　
（
花
の
木
）

　

１
級
工
作
機
械
用
切
削
工
具
研
削

　
　

長
谷　

宏
和　
（
大
光
寺
）

　

１
級
変
圧
器
組
立
て

　
　

髙
山　

英
樹　
（
薬
師
寺
）

　

１
級
金
属
塗
装

　
　

中
野　

幸
夫　
（
文
教
）

　

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基

づ
く
技
能
検
定
で
特
級
、一
級
、単

一等
級
を
合
格
さ
れ
た
技
能
労
働

者
に
対
し
、市
で
は
表
彰
規
程
を

設
け
、そ
の
卓
越
し
た
技
能
を
た

た
え
表
彰
し
て
い
ま
す
。今
年
度

は
２
月
２
日
㈭
に
南
河
内
公
民

館
で
１８
名
の
受
賞
者
を
迎
え
て

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、広
瀬
市
長
が「
卓
越

し
た
技
術
に
更
な
る
磨
き
を
か

け
、継
承
し
て
いっ
て
欲
し
い
。」と

挨
拶
し
、受
賞
さ
れ
た
方
々
に
表

彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。ま
た
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
藤
野
隆
治

さ
ん
が
表
彰
式
の
お
礼
と
と
も

に
、「
栃
木
の
も
の
づ
く
り
の
基
盤

と
な
り
、ま
す
ま
す
研
さ
ん
を
続

け
ま
す
。」と
現
在
の
心
境
を
述

べ
ま
し
た
。受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

22
年
度
後
期

　

１
級
機
械
検
査

　
　

遠
藤　

弘　
　
（
小
金
井
）

　

１
級
機
械
検
査

　
　

和
久
井　

秀
彦（
田
中
）

　

１
級
機
械
系
保
全

　
　

藤
野　

隆
治　
（
祇
園
）

　

１
級
機
械
系
保
全

　
　

髙
安　

正
郎　
（
仁
良
川
）

　

１
月
27
日
㈮
、小
山
市
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
栃
木

県
自
治
会
連
合
会
会
長
研
修
大

会
に
お
い
て
、多
年
に
わ
た
り
地

域
社
会
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
功
績
に
対
し
、本
町
１

区
自
治
会
長
篠
原
春
夫
氏
、本

町
３
区
自
治
会
長
野
崎
征
一
氏
、

栄
町
３
丁
目
自
治
会
長
田
仲
英

雄
氏
、下
古
山
２
区
自
治
会
長

倉
井
徳
勇
氏
、通
古
山
１
区
自

治
会
長
猪
瀬
富
夫
氏
、通
古
山

５
区
自
治
会
長
倉
井
賢
一
氏
が

自
治
振
興
功
労
者
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。10
年
以
上
自
治
会

長
に
在
職
さ
れ
、永
年
の
功
績
を

称
え
、表
彰
す
る
も
の
で
す
。お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

下
野
市
の
発
展
の
た
め
に
ご

功
労
い
た
だ
い
た
方
、並
び
に
東

日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
い
ご

貢
献
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
、感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。（
敬
称

略
）

【
功
労
表
彰
】

大
谷　

邦
男　
　

坂
本　

功

前
田　

洋
子

【
一
般
表
彰
】

菅
井　

順
一　
宇
賀
神　

浩
人

山
田　

庄
平　

髙
橋　

芳
市

石
橋
駅
前
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
推
進
協

議
会

石
橋
上
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
推
進
協

議
会

濱
野　

キ
ヨ
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下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
語
学
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
い
ず
れ
も

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
が
わ
か
り
や
す
く
教

え
ま
す
。
ご
希
望
の
講
座
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
受
講
条
件

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
会
員
で
あ
る

こ
と
。（
年
会
費
１
，０
０
０
円
。
協
会
入

会
は
講
座
開
講
前
に
生
活
安
全
課
窓
口
に

て
随
時
受
け
付
け
し
て
お
り
ま
す
。）

●
受
講
料

　

各
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

３
月
23
日
㈮
ま
で
に
①
ま
た
は
②
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
現
金
納
付
：
生
活
安
全
課
窓
口

②
銀
行
振
込
：
左
記
指
定
口
座
に
お
振
り

込
み
く
だ
さ
い
。

※
手
数
料
各
自
負
担

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
お
振
込
み
の
場
合

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

記
号
１
０
７
２
０

　

番
号　

０
８
２
８
１
７
１
１

・
他
の
金
融
機
関
か
ら
お
振
込
み
の
場
合

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

店
番
号 

０
７
８

　

口
座
番
号　

０
８
２
８
１
７
１

※ 

口
座
名
義
は
下
野
市
国
際
交
流
協
会
で

共
通
で
す
。

●
定
員　

各
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
受
付　

３
月
12
日
㈪
〜
23
日
㈮

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

受
講
希
望
の
方
は
お
早
目
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

注
意　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
語
学
講

座
の
受
講
は
自
動
継
続
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
回
か
ら
ご
継
続
の
方
も
必
ず
ご
希
望
の

コ
ー
ス
を
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

英
語
講
座 

●
定
員　

各
コ
ー
ス
20
名

●
講
師　

ト
ー
プ
・
ガ
ナ
ー
先
生
（
上
三

川
町
Ａ
Ｌ
Ｔ　

ア
メ
リ
カ
・
ア
ラ
ス
カ
州

出
身
）

　

シ
ル
バ
ン
・
ジ
ル
・
エ
レ
ン
先
生
（
英

語
講
師　

ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
出

身
）

◆
初
級
コ
ー
ス

　

昨
年
か
ら
の
継
続
で
、
学
校
で
習
っ
た

け
ど
話
せ
な
い
と
い
う
方
、
ち
ょ
っ
と
は

話
せ
る
が
、
英
語
を
使
う
機
会
を
増
や
し

た
い
方
な
ど
大
歓
迎
！　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
の
発
音
を
し
っ
か
り
学
び
、
語

学
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ナ
ー
先
生
・
石
橋
会
場

●
期
間　

４
月
14
日
〜
９
月
15
日

（
毎
週
土
曜
日
・
５
月
５
日
、
７
月
28
日
、

８
月
は
休
講
）

●
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

石
橋
公
民
館

●
受
講
料　

８
，５
０
０
円
（
全
17
回
）

ジ
ル
先
生
・
南
河
内
会
場

●
期
間　

４
月
13
日
〜
９
月
21
日

（
毎
週
金
曜
日
・
５
月
４
日
、８
月
は
休
講
）

●
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料　

９
，０
０
０
円
（
全
18
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
Ⅰ
（
ガ
ナ
ー
先
生
）

　

語
学
の
レ
ベ
ル
は
様
々
で
す
の
で
、
講

座
の
内
容
も
「
い
ろ
い
ろ
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
発
音
や
文
法

を
復
習
し
な
が
ら
、
知
識
・
英
会
話
能
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

●
期
間　

４
月
14
日
〜
９
月
15
日

（
毎
週
土
曜
日
・
５
月
５
日
、
７
月
28
日
、

８
月
は
休
講
）

●
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●
場
所　

石
橋
公
民
館

●
受
講
料　

８
，５
０
０
円
（
全
17
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
Ⅱ
（
ガ
ナ
ー
先
生
）

　

文
法
の
復
習
を
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
し
な
が
ら
知
識
・
英
会
話
能
力
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。（
土
曜
日
の
中

級
ク
ラ
ス
が
物
足
り
な
い
と
思
う
方
向
け

の
教
室
で
す
。）

●
期
間　

４
月
12
日
〜
９
月
20
日

（
毎
週
木
曜
日
・
５
月
３
日
、
７
月
26
日
、

８
月
は
休
講
）

●
時
間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●
場
所　

石
橋
公
民
館

●
受
講
料　

８
，
５
０
０
円
（
全
17
回
）

韓
国
語
講
座 

●
定
員　

20
名

●
講
師　

金　

賢
淑
（
キ
ム　

ヒ
ョ
ン

シ
ュ
ク
）
先
生
（
韓
国
出
身
）

◆
初
級
コ
ー
ス

　

昨
年
か
ら
の
継
続
で
、
あ
る
程
度
の
読

み
書
き
が
で
き
る
方
を
対
象
に
、
会
話
を

中
心
と
し
た
正
確
な
発
音
、
読
む
練
習
、

筆
記
の
テ
ス
ト
等
を
指
導
し
ま
す
。

●
期
間　

４
月
10
日
〜
９
月
25
日

（
毎
週
火
曜
日
・
５
月
１
日
、
７
月
17
日
、

８
月
中
、
９
月
18
日
は
休
講
）

●
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

●
場
所　

国
分
寺
公
民
館

●
受
講
料　

９
，０
０
０
円
（
全
18
回
）

い
ろ
い
ろ
な
言
葉
を
話
そ
う

語 

学 

講 

座 

の 

ご 

案 

内

語学講座

広
報
し
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ド
イ
ツ
語
講
座 

●
定
員　

各
コ
ー
ス
15
名

●
講
師　

ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
先
生
（
下

野
市
国
際
交
流
員
・
ド
イ
ツ
出
身
）

　

モ
ニ
カ
・
ベ
ー
レ
ン
タ
ー
ラ
ー
先
生（
宇

都
宮
市
に
滞
在
中
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅰ
（
リ
ン
先
生
）

　

１
格
と
４
格
の
違
い
、
定
冠
詞
と
不
定

冠
詞
の
使
い
分
け
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
、

簡
単
な
文
章
が
作
れ
る
方
に
お
勧
め
で
す
。

●
期
間　

４
月
12
日
〜
９
月
20
日

（
毎
週
木
曜
日
・
４
月
19
日
、
４
月
26
日
、

５
月
３
日
、
８
月
は
休
講
）

●
時
間　

午
後
７
時
10
分
〜
８
時
40
分

●
場
所　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料　

８
，０
０
０
円
（
全
16
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅱ
（
モ
ニ
カ
先
生
）

　

１
格
と
４
格
の
違
い
、
定
冠
詞
と
不
定

冠
詞
の
使
い
分
け
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
、

簡
単
な
会
話
や
文
章
作
成
が
で
き
る
方
に

お
勧
め
で
す
。
木
曜
日
の
授
業
よ
り
も
授

業
の
進
み
が
早
い
で
す
。

●
期
間　

４
月
10
日
〜
９
月
25
日

（
毎
週
火
曜
日
・
５
月
１
日
、
７
月
17
日
、

８
月
中
、
９
月
18
日
は
休
講
）

●
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

国
分
寺
公
民
館

●
受
講
料　

９
，０
０
０
円
（
全
18
回
）

◆
中
級
コ
ー
ス
（
モ
ニ
カ
先
生
）

　
「
ド
イ
ツ
語
を
学
習
し
た
こ
と
が
あ
る
」

と
い
う
方
に
お
勧
め
！　

文
法
の
基
本
は

も
ち
ろ
ん
、
ド
イ
ツ
語
の
名
詞
の
性
や
動

詞
の
現
在
形
変
化
、
現
在
完
了
形
な
ど
が

で
き
る
方
に
適
し
た
内
容
で
す
。

●
期
間　

４
月
10
日
〜
９
月
25
日
・
火
曜

日
（
開
講
日　

４
月
10
・
17
・
24
日
、
５

月
８
・
15
・
22
日
、
６
月
５
・
12
・
19
日
、

７
月
３
・
10
・
24
日
、
９
月
４
・
11
・
25
日
）

●
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

石
橋
公
民
館

●
受
講
料　

１
０
，０
０
０
円
（
全
15
回
）

中
国
語
講
座 

●
定
員　

各
コ
ー
ス
15
名

●
講
師　

宮
田　

京
玉
（
み
や
た　

き
ょ

う
ぎ
ょ
く
）
先
生
（
中
国
出
身
）

　

　

亜
涵
（
ウ　

ヤ
ハ
ン
）
先
生
（
中

国
出
身
）

◆
入
門
コ
ー
ス
Ⅰ
（
宮
田
先
生
）

　

中
国
語
の
入
門
コ
ー
ス
。
中
国
語
の
発

音
や
挨
拶
は
も
ち
ろ
ん
、
簡
単
な
文
章
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
方
に
お

勧
め
で
す
。

●
期
間　

４
月
10
日
〜
９
月
25
日

（
毎
週
火
曜
日
・
５
月
１
日
、
７
月
17
日
、

８
月
中
、
９
月
18
日
は
休
講
）

●
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

●
場
所　

国
分
寺
公
民
館

●
受
講
料　

９
，０
０
０
円
（
全
18
回
）

◆
入
門
コ
ー
ス
Ⅱ
（

先
生
）

　

中
国
語
の
入
門
コ
ー
ス
。
中
国
語
の
発

音
や
挨
拶
は
も
ち
ろ
ん
、
簡
単
な
文
章
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
方
に
お

勧
め
で
す
。
入
門
コ
ー
ス
Ⅰ
よ
り
も
授
業

の
進
み
が
早
い
で
す
。

●
期
間　

４
月
10
日
〜
９
月
25
日

（
毎
週
火
曜
日
・
５
月
１
日
、
７
月
17
日
、

８
月
中
、
９
月
18
日
は
休
講
）

●
時
間　

午
前
10
時
45
分
〜
午
後
0
時
15

分●
場
所　

石
橋
公
民
館

●
受
講
料　

９
，
０
０
０
円
（
全
18
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅰ
（
宮
田
先
生
）

　

基
本
的
な
中
国
語
の
知
識
を
習
得
し
、

発
音
や
簡
単
な
会
話
は
で
き
る
方
で
、
も

う
少
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
方
に
適
し

た
内
容
で
す
。

●
期
間　

４
月
11
日
〜
９
月
19
日

（
毎
週
水
曜
日
・
５
月
２
日
、
８
月
中
は

休
講
）

●
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

●
場
所　

国
分
寺
公
民
館

●
受
講
料　

９
，０
０
０
円
（
全
18
回
）

◆
初
級
コ
ー
ス
Ⅱ
（

先
生
）

　

中
国
語
の
基
礎
（
発
音
や
文
法
）
が
理

解
で
き
る
方
を
対
象
に
、
実
践
的
な
中
国

語
を
学
び
ま
す
。

●
期
間　

４
月
10
日
〜
９
月
25
日

（
毎
週
火
曜
日
・
５
月
１
日
、
７
月
17
日
、

８
月
中
、
９
月
18
日
は
休
講
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

●
場
所　

石
橋
公
民
館

●
受
講
料　

９
，０
０
０
円
（
全
18
回
）

※
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
に
つ
い
て
※

　

ス
ペ
イ
ン
語
講
座
は
現
講
師
が
留
学
す

る
都
合
に
よ
り
、
現
在
後
任
講
師
や
日
程

を
調
整
中
で
す
。
受
講
生
や
受
講
希
望
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

新
講
師
や
日
程
が
確
定
し
次
第
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

語学講座

広
報
し
も
つ
け　
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･
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平
成
24
年
度
版

『
生
涯
学
習
情
報
誌
エ
ー
ル
』

発
刊
の
お
知
ら
せ

　
『
生
涯
学
習
情
報
誌
エ
ー
ル
』

は
、
自
分
ら
し
く
、
充
実
し
た

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
必

要
な
生
涯
学
習
の
機
会
と
場
所

な
ど
の
情
報
を
広
く
提
供
す
る

も
の
で
、「
学
び
た
い
」「
生
き

が
い
を
持
って
暮
ら
し
た
い
」
と

い
う
市
民
の
皆
様
の
想
い
を
応

援
す
る
た
め
に
発
刊
し
ま
し
た
。

　

誌
名
の『
エ
ー
ル
』は
声
を
出

し
て
応
援
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

　

本
誌
に
は
、
生
涯
学
習
課
・

公
民
館
・
図
書
館
・
生
涯
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
講
座

の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
3
月
中
旬
か
ら
各

戸
配
付
す
る
ほ
か
、
先
述
の
各

窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
学

習
活
動
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
22
年
度
ま
で
発
刊
し
て
き

た『
公
民
館
か
ら
こ
ん
に
ち
は
』

は
、
本
誌
と
統
合
し
ま
し
た
。

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中

　

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス

ク
ラ
ブ
は
、
中
学
生
・
高
校
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、

主
に
子
ど
も
会
や
学
童
ク
ラ
ブ

の
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、
県
内
外
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
に
参
加
し
て
他
の

地
区
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と

交
流
し
た
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
た
り
、
情
報
セ
ン
タ
ー
や
公

民
館
ま
つ
り
に
参
加
し
て
イ
ベ

ン
ト
の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
っ

た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
少
な
い
で
す
が
、

勉
強
や
部
活
の
合
間
を
ぬ
い
な

が
ら
、
少
数
精
鋭
で
元
気
に
活

動
し
、
日
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス

ク
ラ
ブ
は
、
一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
中
学
生
・
高
校
生
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
活
動
内
容
を

Y
o
u
が
お
ネ
ッ
ト
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
が

あ
っ
た
ら
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

活
動
の
見
学
や
体
験
も
大
歓

迎
で
す
。

　

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
下
野
市
生
涯
学
習
課
ま
で
。

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

℻（
52
）２
６
２
４

　

Ｅ
メ
ー
ル
：syougaigakusyu

@city.shimotsuke.lg.jp

市
民
人
権
講
座
を

開
催
し
ま
し
た

　

昨
年
10
月
か
ら
今
年
２
月
に

か
け
て
全
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
市

民
人
権
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
「
働
く
権
利
」
に
焦
点

を
あ
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や

非
正
規
雇
用
、
雇
い
止
め
な
ど

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
弁
護
士
や

大
学
教
授
、
組
合
組
織
の
方
な

ど
を
講
師
に
迎
え
、
多
方
面
か

ら
テ
ー
マ
に
迫
り
ま
し
た
。

　

人
権
問
題
と
し
て
子
ど
も
や

女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

外
国
人
な
ど
様
々
に
あ
る
中
で
、

働
く
権
利
は
全
て
に
共
通
し
た

問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
る

と
や
、
実
際
に
相
談
と
し
て
寄

せ
ら
れ
て
い
る
内
容
に
は
、
働

く
だ
け
で
な
く
住
む
場
所
や
命

に
係
わ
る
問
題
へ
と
発
展
し
て

し
ま
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
痛
切
な
現
状
に
つ
い

て
の
貴
重
な
講
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
方

か
ら
は
「
地
震
や
不
況
と
い
っ

た
先
行
き
の
暗
い
中
に
あ
っ
て
、

相
談
で
き
る
場
所
が
分
か
り
希

望
が
持
て
た
」「
こ
の
講
話
の

内
容
を
周
囲
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、
充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま

し
た
。

市
民
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

体
験
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
の

情
報
の
収
集
や
メ
ー
ル
の
や
り

と
り
を
学
ぶ
体
験
講
座
を
１
月

か
ら
２
月
に
か
け
て
開
催
し
ま

し
た
。
定
員
20
名
の
と
こ
ろ
３

コ
ー
ス
と
も
に
19
名
、
計
57
名

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
慣
れ
な

い
操
作
に
苦
慮
し
な
が
ら
も
、

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
学
ん
で
い

き
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
学

ぶ
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
メ
ー
ル
を
使
う
際
の
マ

ナ
ー
や
注
意
点
、
悪
質
な
サ
イ

ト
に
惑
わ
さ
れ
な
い
た
め
の
方

法
な
ど
、
安
全
安
心
の
た
め
の

利
用
法
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
学
ぼ

う
と
す
る
姿
勢
が
と
て
も
前
向

き
で
、
講
座
予
定
時
間
が
終

わ
っ
て
か
ら
も
講
師
に
繰
り
返

し
質
問
を
す
る
な
ど
、
疑
問
の

解
消
に
努
め
よ
う
と
す
る
姿
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

生
涯
学
習
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

生涯学習だより

講座の様子

講座の様子

広
報
し
も
つ
け　
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
！

　

下
野
市
で
は
個
々
に
培
っ
た

特
性
や
学
習
活
動
の
成
果
を
地

活
社
会
に
生
か
し
て
い
た
だ
く

た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　

ご
自
分
の
経
験
や
知
識
、
技

術
を
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

【
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　

特
別
な
知
識
や
技
能
、
資
格

を
活
か
し
て
の
指
導
は
も
ち
ろ

ん
、
ご
自
分
の
自
由
な
時
間
を

活
か
し
て
支
援
活
動
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
。

　

次
の
よ
う
な
支
援
が
あ
り
ま

す
。

○
学
習
活
動
支
援

　
（
楽
器
演
奏
・
ス
ポ
ー
ツ
等
）

○
体
験
活
動
支
援

　
（
職
業
談
・
地
域
活
動
談
等
）

○
環
境
整
備
支
援

　
（
図
書
整
理
・
校
内
整
備
等
）

○
安
全
対
策
支
援

　
（
校
外
活
動
・
催
事
支
援
等
）

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
☎（
40
）０
９
１
１

ま
ち
づ
く
り 

 

リ
ク
エ
ス
ト
講
座　

― 

み
な
さ
ま
の
リ
ク
エ
ス
ト
に 

市
の
職
員
が
出
前
を
し
ま
す
―

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
市
民
の
学
習
活
動
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、
相
談
体

制
を
充
実
し
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
学
習
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
が
開
く
講

座
（
集
会
）
に
市
の
職
員
を
講

師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
の
で
、

新
年
度
に
向
か
っ
て
の
学
習
会

と
し
て
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対　

象

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

者
の
概
ね
５
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
・
団
体
が
対
象
で
す
。

　

受
講
す
る
た
め
に
集
ま
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

●
開
催
場
所

　

申
込
者
が
手
配
し
て
く
だ
さ

い
。
自
治
会
公
民
館
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他

公
共
施
設
等
。

●
開
催
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
ま
で
。

一
つ
の
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
が

１
日
２
講
座
ま
で
受
講
で
き
ま

す
。
所
要
時
間
は
２
時
間
以
内

で
す
。

●
講
師
料

　

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
講
座

に
よ
っ
て
は
材
料
費
が
か
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

　

日
程
等
を
調
整
の
う
え
、
開

催
希
望
日
の
30
日
前
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

参
考
【
講
座
名
（
例
）】

①
議
会
の
役
割
と
し
く
み

②
税
の
し
く
み

③
年
金
の
し
く
み

④
ご
み
問
題

⑤
各
種
福
祉
制
度

⑥
健
康
づ
く
り

⑦
食
生
活

⑧
思
春
期
講
座

⑨
生
活
習
慣
病
予
防

⑩
消
費
者
講
座

⑪
地
産
地
消

⑫
水
道
・
下
水
道
の
あ
る
く
ら
し

⑬
人
権

⑭
生
涯
学
習
っ
て
、
な
に

⑮
市
内
史
跡

⑯
市
の
ス
ポ
ー
ツ

⑰
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

⑱
家
庭
教
育
の
役
割

⑲ 「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」に
参

加
し
よ
う

⑳
そ
の
他

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

℻（
44
）６
６
４
４

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト 

 

「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」　

 

相
談
窓
口

　

次
の
日
程
に
よ
り
、「
Ｙ
ｏ

ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」
の
パ
ソ
コ
ン

操
作
に
つ
い
て
、
専
門
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
相
談
、
指
導
等
に

応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●
３
月
の
相
談
日

　

３
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、

22
日
、29
日
（
す
べ
て
木
曜
日
）

●
時　

間

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
会　

場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://shim

otsuke.
genki365.net

生涯学習情報センター通信

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信（
第
48
号
）

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー　

☎（
40
）０
９
１
１

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信（
第
48
号
）

訂
正
と
お
詫
び

　

２
月
号
の
な
か
で
、
あ
じ
さ

い
お
茶
会
の
代
表
者
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は「
石

嶋
惠
子
」
で
す
。
訂
正
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

講座の様子

た
だ
い
ま
情
報
発
信
会
員

募
集
中　
　
　
　
　
　
　

広
報
し
も
つ
け　
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図書館インフォメーション

3月 図書館カレンダー

図書館図書館インフォメーション図書館図書館インフォメーション図書館インフォメーション
ホームページへアクセス!（蔵書の予約と検索ができます）

QRコード

http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/

携帯アドレスはこちら
http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/i/

LIBRARY  INFORMATION
★
開
館
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時

　

石
橋
図
書
館  

☎（
52
）1
1
3
6

　

国
分
寺
図
書
館  

☎（
44
）3
3
9
9

　

南
河
内
図
書
館  

☎（
48
）2
3
9
5

○
石
橋
図
書
館
の
休
館
日

□
南
河
内
・
国
分
寺
図
書
館
の
休
館
日

金
２
９
16
23
30

土
３
10
17
24
31

木
１
８
15
22
29

水
１
７
14
21
28

火

６
13
20
27

日

４
11
18
25

月

５
12
19
26

3月 図書館カレンダー

石
橋
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

３
月
14
日
（
第
２
水
曜
日
）

　

つ
か
こ
う
へ
い
著『
娘
に
語

る
祖
国
』
を
読
ん
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

2
階
研
修
室

●
お
は
な
し
会

３
月
３
日
（
第
１
土
曜
日
）

　

絵
本

　
「
し
ろ
い
う
さ
ぎ
と
く
り
う
さ
ぎ
」

　
「
ふ
ゆ
の
が
っ
し
ょ
う
だ
ん
」

３
月
17
日
（
第
３
土
曜
日
）

　

絵
本

　
「
わ
た
し
と
あ
そ
ん
で
」な
ど

時　

間　

午
後
２
時
か
ら

場　

所　

　

1
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

３
月
10
日
（
第
２
土
曜
日
）

　
　

24
日
（
第
４
土
曜
日
）

　
　

31
日
（
第
５
土
曜
日
）

時　

間　

午
後
２
時
か
ら

場　

所　

２
階
視
聴
覚
室

国
分
寺
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会

３
月
10
日
（
第
２
土
曜
日
）

　

大
型
絵
本

　
「
ち
び
ご
り
ら
の
ち
び
ち
び
」

　

紙
芝
居

　
「
ね
な
い
こ
だ
あ
れ
」

時　

間　

午
後
２
時
か
ら

場　

所

　

１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
読
書
会

３
月
17
日
（
第
３
土
曜
日
）

　

佐
藤
愛
子
著
『
男
た
ち
の
肖

像
』
を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

２
階
視
聴
覚
室

南
河
内
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

３
月
10
日
（
第
２
土
曜
日
）

　

津
村
節
子
著
『
紅
梅
』
を
読

ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

●
紙
し
ば
い
と
読
み
語
り
＆
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー

３
月
10
日
（
第
２
土
曜
日
）

①
午
後
２
時
〜
（
幼
児
向
け
）

　

絵
本

　
「
い
ち
ご
」

　
「
ら
い
お
ん　

は
し
っ
た
」

　

紙
し
ば
い

　
「
マ
イ
ア
サ
ウ
ラ
の
ぴ
い
ち

　

ゃ
ん
」

②
午
後
３
時
〜（
低
学
年
向
け
）

　

絵
本

　
「
す
み
れ
と
あ
り
」

　
「
お
お
か
み
の
お
い
し
ゃ
さ

　

ん
」

　

紙
し
ば
い

　
「
く
ま
く
み
ち
ゃ
ー
ん
」

３
月
24
日
（
第
４
土
曜
日
）

①
午
後
２
時
〜
（
幼
児
向
け
）

　

絵
本

　
「
ふ
う
と
は
な
と
た
ん
ぽ
ぽ
」

　
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
り
ん
ご

　

の
き
」

　

紙
し
ば
い

　
「
プ
ラ
キ
オ
サ
ウ
ル
ス
の
か

　

ぞ
く
」

②
午
後
３
時
〜（
低
学
年
向
け
）

　

絵
本

　
「
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
の
ネ
コ
」

　
「
ぼ
く
の
か
わ
い
く
な
い
い

　

も
う
と
」

　

紙
し
ば
い

　
「
さ
ら
や
し
き
の
お
き
く
」

図書館　購入図書のご案内（一部）

<一般書>
東雲ノ空（石） ････････････････････････ 佐伯泰英
連合艦隊司令長官山本五十六（石） ･･････ 半藤一利
母さんの「あおいくま」（石） ･･･････････････ コロッケ
経営者・平清盛の失敗（国） ･････････････山田真哉
死ぬまでに絶対行きたい世界の旅（国） ･････小林克己
 私が恋愛できない理由（国） ････････････ 小倉　咲
加賀前田家の処世術―武士が教える、生きる知恵―（国）
　　　･･･････････････････････････････ 冬門冬二
祗園の女狐（南） ･･･････････････････････櫻田　啓
アンチェルの蝶（南） ････････････････････遠田潤子
あやしい統計フィールドガイド（南） ･･･ ジョエル・ベスト
<児童書>
おなかのなかの、なかのなか（石）･･ あさのますみ
ぴあのうさぎとみみおばけ（石）･･ あきやまただし
おいうえおみせ（石）･･････････････････ 安野光雅
パパのメールはラブレター !?（国） ･･･メアリー・アマート
 心の森（国） ･･･････････････････････ 小手鞠るい
トミーは大いそぎ（国）････････ ヘレン・パーマー
エメラルド・アトラス（南） ･･･ ジョン・スティーブンス
めいたんていポアロン（南）･･････････ 三田村信行
賢者ナータンと子どもたち（南） ミリヤム・プレスラー

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号



南河内中学校

図書館

公民館
体育
センター南河内

庁　舎

調
整
池

愛宕神社愛宕神社愛宕神社

卍
満
福
寺

①

②

③

④ ⑤

⑥

⑩

⑨ ⑧

⑦

N

　市では、仁良川地区土地区画整理事業地
内の宅地（保留地）を公売しています。購入
を希望する方は、区画整理課までお問い合わ
せください。各区画の面積及び価格は下記の
とおりです。

※全区画容積率 200％、建ぺい率 60％
※売買時の仲介手数料は掛かりません。
※各区画の位置図、寸法、外観などの詳細
　は、市ホームページに掲載してあります。

●公売方法：抽選
　　　　　　（受付期間終了後は先着順）
●受付期間：3月1日㈭～ 3月23日㈮
　　　　　　（土日祝日を除く）
●受付場所：下水道庁舎 2階　区画整理課
　　　　　　（下野市薬師寺 1949 番地）
●抽  選  日：3月28日㈬　午前 10 時　
●必要書類：抽選参加申込書、住民票、納
　　　　　　税証明書

区画整理事業地内の宅地公売

保留地案内図

公売保留地一覧

申込方法

問い合わせ先 区画整理課　☎48－2115

番号 面積
（㎡）

単価
（円／㎡）

価格
（円）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

367.57
479.50
240.44
312.71
305.35
330.33
172.80
390.50
323.95
398.26

35,700
33,700
37,700
34,100
35,700
47,800
34,100
30,100
33,300
39,300

13,122,000
16,159,000
9,064,000
10,663,000
10,900,000
15,789,000
5,892,000
11,754,000
10,787,000
15,651,000

27　思いやりと交流で創る 新生文化都市　SHIMOTSUKE-CITY
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つなごう 心　結ぼう 絆　28

イ
ベ
ン
ト

下
野
市
観
光
協
会

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

魅
力
あ
る
下
野
と
下
野
市
に

暮
ら
す
人
を
感
じ
さ
せ
る
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す

●
テ
ー
マ
（
通
年
）

　

下
野
市
の
魅
力　

〜
見
つ
け

よ
う　

美
し
い　

し
も
つ
け
〜

●
応
募
方
法

　

下
野
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
応
募

す
る
デ
ジ
タ
ル
写
真
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下

野
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間

　

11
月
30
日
㈮
ま
で

●
入　

賞

　

最
優
秀
賞　

１
名
、
賞
金

３
万
円
、
副
賞

　

ほ
か
優
秀
賞
、
入
選

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
観
光
協
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）

　

☎（
48
）２
１
１
２

　

U
RL

：http://w
w
w
.

　

shim
otsuke-ta.com

/

グ
リ
ム
絵
画
展
・
グ
リ
ム
童
話
賞

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

２
月
４
日
㈯
、
グ
リ
ム
の
館

で
第
12
回
グ
リ
ム
絵
画
展
並
び

に
グ
リ
ム
童
話
賞
の
入
賞
者
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
５
日
㈰
か
ら
12

日
㈰
ま
で
展
示
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

グ
リ
ム
童
話
賞

【
一
般
の
部
】

大
賞　
「
白
い
背
中
」

久
門 

麻
耶
海
（
北
海
道
）

【
中
学
生
以
下
の
部
】

大
賞　
「
ト
ム
の
旅
」

川 

桃
帆
（
栃
木
県
）

グ
リ
ム
絵
画
展

【
一
般
の
部
】

グ
リ
ム
大
賞

　
「
秋
深
し（
天
平
の
丘
公
園
）」

堀
之
内 

貢
（
小
山
市
）

【
幼
小
中
の
部
】

グ
リ
ム
大
賞

「
く
だ
も
の
か
ご
」

早
野 

琴
音
（
上
三
川
町
）

※ 

こ
の
他
の
入
賞
者
は
グ
リ
ム

の
森
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

第
12
回
の
グ
リ
ム
絵
画
展
、

グ
リ
ム
童
話
賞
の
入
賞
作
品
を

収
録
し
た
作
品
集
は
、
グ
リ
ム

の
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

（
１
冊
３
０
０
円
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

㈶
グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し

　

☎（
52
）１
１
８
０

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
ふ
れ

あ
い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

の
日

●
場　

所

　

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館

●
開
催
日
時

　

３
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
規　

模

　

手
持
ち
出
店
の
み

●
受
付
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬

●
受
付
方
法

　

メ
ー
ル
か
電
話
で
出
店
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
の
場
合
は
、
土
・
日
曜

日
及
び
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
お
名
前
、

フ
リ
ガ
ナ
、
ご
住
所
、
自
宅
電

話
番
号
、
携
帯
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、「
３
月
18
日
フ
リ

マ
参
加
希
望
」
と
明
記
し
て
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
：hureai@

city.
shim

otsuke.lg.jp

●
参
加
費

　

５
０
０
円
（
１
団
体
若
し
く

は
個
人
で
２
区
画
ま
で　

１
区

画
：
約
１
７
０
㎝
×
２
９
０
㎝
）

くらしの情報

グリム絵画展一般の部　グリム大賞

グリム絵画展幼小中の部　グリム大賞
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29　思いやりと交流で創る 新生文化都市　SHIMOTSUKE-CITY

くらしの情報

雨
天
中
止
と
な
り
ま
す
。
中
止

の
決
定
は
、
午
前
８
時
30
分
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

　

〒
3
2
3

0
1
0
1

　
下
野
市
三
王
山
６
９
８
番
地
５

グ
リ
ム
の
森
で
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
し
よ
う【
春
】

　

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
自
然
の
仕

組
み
や
様
子
を
学
ぶ
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

　

視
覚
、
触
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚

を
使
って
、
普
段
気
が
付
か
な
い

自
然
の
四
季
を
体
験
し
よ
う
!

　

春
の
森
に
は
、
な
に
が
隠
れ

て
い
る
か
な
？

●
日　

時

　

３
月
25
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場　

所

　

グ
リ
ム
の
森
（
天
候
等
の
状

況
に
よ
っ
て
は
屋
内
で
お
こ
な

い
ま
す
）

●
定　

員　

30
名
程
度

●
対　

象

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

●
参
加
料　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

下
野
市
文
化
遺
産

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

平
成
23
年
度
文
化
遺
産
を
活

か
し
た
観
光
振
興
・
地
域
活
性

化
事
業
と
し
て
下
野
市
文
化
遺

産
フェス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
民
俗
文
化
財
や
伝
統

的
な
生
活
文
化
な
ど
、
市
民
が

体
験
で
き
る
事
業
の
充
実
及
び

後
継
者
を
育
成
す
る
事
業
で
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
、

事
業
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場　

所

　

道
の
駅
し
も
つ
け

　

イ
ベ
ン
ト
広
場
及
び
研
修
室

●
内　

容

　

太
鼓
、
茶
道
、
華
道
、
礼
法

●
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
課
☎（
52
）１
１
２
０

シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

「
第
５
回
作
品
展
」

　

南
校
同
窓
会
で
は
第
５
回
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
来

場
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

３
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

た
だ
し
30
日
㈮
は
午
後
３
時

ま
で

●
場　

所

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南

校
体
育
館

　
（
栃
木
市
神
田
町
９
―
40
）

　

☎
０
２
８
２（
22
）５
３
２
５

●
展
示
作
品

　

書
道
、
絵
画
、
日
光
彫
、
陶

芸
、
写
真
、
絵
手
紙
、
手
工
芸
、

俳
画
等

●
問
い
合
わ
せ
先

　

作
品
展
実
務
委
員
長　

青
木

☎（
45
）３
５
２
９

　

事
務
局
長　

石
川

　

☎
０
２
８
２（
23
）３
２
７
５

お
知
ら
せ

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

　

通
院
等
で
通
常
の
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
の
困
難
な
障

が
い
者
の
外
出
支
援
の
た
め
、
タ

ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
利
用
券
は
、

３
月
26
日
㈪
か
ら
次
の
と
お
り

交
付
し
ま
す
。

●
利
用
期
間

　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜

平
成
25
年
３
月
31
日

※ 

１
年
間
利
用
で
き
る
タ
ク
シ

ー
利
用
券
を
年
１
回
交
付
し

ま
す
。

●
対
象
者

① 

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
、
２

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

② 

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手

帳
１
、
２
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

③ 

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
通

院
等
で
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を

必
要
と
す
る
方

●
事
業
内
容

　

タ
ク
シ
ー
乗
車
１
回
に
つ
き
、

利
用
券
１
枚
（
基
本
料
金
相
当

額
）
の
助
成

●
交
付
枚
数

　

３
枚
／
月
（
申
請
日
が
属
す

る
月
分
か
ら
平
成
25
年
３
月
分

ま
で
）

※ 

１
年
間
分
の
交
付
と
な
り
ま

す
の
で
、
受
領
し
た
利
用
券

は
紛
失
し
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
再
交
付
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
申
請
・
交
付
場
所

　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

国
分
寺
本
所（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

　

石
橋
支
所 

（
き
ら
ら
館
内
）

　

南
河
内
支
所（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

※ 

ご
本
人
の
印
鑑
、
障
が
い
者

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

代
理
申
請
も
で
き
ま
す
。
代

理
者
の
印
鑑
を
合
わ
せ
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

平
日
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

80
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る

タ
ク
シ
ー
券
は
平
成
24
年
３
月
ま

で
の
利
用
で
廃
止
に
な
り
ま
す

　

80
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
を

も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
平
成
23
年
度
分
と
し
て
交

付
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー
券
は
、
平

成
24
年
４
月
１
日
以
降
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
今
後
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
お

で
か
け
号
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
券
に
関

　

す
る
こ
と
は

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

・ 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
お
で
か
け

号
」
に
関
す
る
こ
と
は

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号

下
野
市
内
に
は
、
古
墳
時
代
の
前
方
後
方
墳
が
あ
る
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
１　
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き
ら
ら
号
・
ふ
れ
あ
い
号
の

運
行
終
了
に
つ
い
て

　

３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
運
行

を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
は
目
的
地
を
自
由
に
選

べ
る
、
よ
り
便
利
な
デ
マ
ン
ド

バ
ス
「
お
で
か
け
号
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

「
お
で
か
け
号
」

ご
利
用
が
さ
ら
に
便
利
に

●
自
治
医
大
駅
へ
は
、
国
分
寺

エ
リ
ア
・
南
河
内
エ
リ
ア
か
ら

１
便
で
行
け
ま
す

　

エ
リ
ア
区
分
の
関
係
で
、
自

治
医
大
駅
へ
の
ご
利
用
は
南
河

内
エ
リ
ア
か
ら
は
、
乗
継
を
必

要
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
分

寺
エ
リ
ア
か
ら
と
、
南
河
内
エ
リ

ア
か
ら
は
、
１
便
で
行
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
１
時
間
前
予
約
が
で
き
ま
す

　

ご
利
用
に
な
る
１
時
間
前
ま

で
に
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
帰
り
の
予
約
を
お
忘
れ
な
く

　

帰
り
の
時
刻
が
は
っ
き
り
し

な
い
場
合
な
ど
、
帰
り
の
利
用

予
約
を
、
お
忘
れ
の
お
客
様
が

い
ら
し
っ
ゃ
い
ま
す
。
帰
り
の

時
刻
が
わ
か
り
ま
し
た
ら
、
電

話
予
約
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

利
用
す
る
1
時
間
前
ま
で
に
予

約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
お
帰
り
の
予
約
を
忘
れ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
た
め
し
券
の
利
用
期
限
は

３
月
31
日
で
す

　

80
歳
以
上
で
利
用
登
録
を
さ

れ
た
方
に
、
お
た
め
し
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
利
用
登
録
が

ま
だ
の
方
は
、
利
用
登
録
を
済

ま
せ
て
、
お
た
め
し
券
を
ご
利

用
・
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

既
に
お
た
め
し
券
の
交
付
を
受

け
た
方
は
、
期
限
内
の
ご
利
用

を
お
忘
れ
な
く
。

・
お
た
め
し
券
の
内
容

　

３
０
０
円
無
料
乗
車
券
６
枚

・
交
付
方
法

　

利
用
登
録
さ
れ
た
方
へ
郵
送

　

し
ま
す
。

・
ご
利
用
方
法

　

降
車
時
に
運
転
手
に
、
券
を

　

１
枚
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
お
た
め
し
券
の
利
用
有
効
期
限

　

平
成
24
年
３
月
31
日

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

平
成
24
年
度
下
野
市
奨
学
生

（
高
等
学
校
、大
学
等
） を
追
加

募
集
し
ま
す

無
利
子
の
貸
付
で
す

●
受
付
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
19
日
㈪

●
申
請
資
格　

左
記
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方

⑴ 

高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
、

中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程

及
び
専
修
学
校
の
高
等
課
程

を
含
む
）、
大
学
（
短
期
大

学
及
び
専
修
学
校
の
専
門
課

程
を
含
む
）に
在
学
し
て
い
る
、

又
は
入
学
し
よ
う
と
す
る
方

⑵ 

学
業
成
績
が
優
秀
で
意
欲
が

あ
り
、
品
行
方
正
な
方

⑶ 

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
方

⑷ 
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
２
名

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
方（
保

護
者
及
び
県
内
在
住
者
１
名
）

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計

を
営
ん
で
い
る
満
20
歳
以
上
の
方

で
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

⑸ 

保
護
者
が
下
野
市
に
１
年
以

上
住
所
を
有
す
る
方

⑹ 

他
の
機
関
か
ら
奨
学
金
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
給
付

又
は
貸
付
を
受
け
て
い
な
い
方

●
貸
付
額
及
び
予
定
人
数

・
高
等
学
校
奨
学
生

　
月
額
１
５
，０
０
０
円（
若
干
名
）

・
大
学
奨
学
生

　
月
額
３
０
，０
０
０
円（
若
干
名
）

●
貸
付
期
間

　

正
規
の
修
業
期
間

※ 

本
人
名
義
の
口
座
に
半
年
分
ま

と
め
て
年
２
回
振
込
み
ま
す
。

●
償
還
方
法

　

卒
業
後
１
年
間
据
置
。
期
間

後
、
貸
付
期
間
の
２
倍
の
期
間

内
に
償
還（
年
賦
又
は
半
年
賦
）

●
募
集
要
項
配
付
場
所

　
石
橋
庁
舎
２
階
教
育
総
務
課
、

国
分
寺
庁
舎
・
南
河
内
庁
舎
市
民

課
窓
口
、
各
図
書
館
、
各
公
民
館

※ 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

☎（
52
）１
１
１
７

就
学
援
助
費
受
給
申
請
の

受
付
を
し
ま
す

　

就
学
援
助
と
は
、
経
済
的
な

理
由
の
た
め
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
学
用
品
費
の一部
や
給
食

費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
者
は
、
生
活
保
護
法
に

基
づ
く
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
、

ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
程
度
に

困
窮
し
て
い
る
方
で
す
。

　

制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、
ま
ず
学
校
教
育
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎（
52
）１
１
１
８

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち
」移
転
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
南
河
内
公
民
館
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
み
な
み
か
わ
ち
」
は
、

平
成
24
年
４
月
よ
り
南
河
内
児

童
館
内
に
移
転
し
ま
す
。

●
３
月
ま
で

　

南
河
内
公
民
館
１
階

　

〒
3
2
9

0
9
4
3

　

下
野
市
田
中
6
8
1

1

　

☎（
47
）２
７
７
１

　

℻（
47
）０
０
３
０

●
４
月
か
ら

　

南
河
内
児
童
館
１
階

　
（
旧
な
の
は
な
作
業
所
）

　

〒
3
2
9

0
4
3
3

　

下
野
市
緑
三
丁
目
５
番
地
３

　

☎（
44
）３
０
０
２

　

℻（
44
）１
０
２
１

●
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】　

三
王
山
地
区
に
あ
る
南
塚
１
・
２
号
墳
は
県
内
で
も
最
古
級
の
前
方
後
方
墳
で
す
。



31　思いやりと交流で創る 新生文化都市　SHIMOTSUKE-CITY

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
回
数

券
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て

　

遠
方
に
転
出
さ
れ
る
方
に
ふ

れ
あ
い
館
プ
ー
ル
回
数
券
の
払

い
戻
し
を
行
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
館
の
プ
ー
ル
が
昨

年
３
月
の
震
災
で
被
災
し
、
利

用
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

掛
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

回
数
券
は
、
使
用
期
限
を
定

め
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
プ
ー
ル

の
再
開
後
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
が
、
回
数
券
を
お
持
ち
の

方
で
、
遠
方
に
転
出
さ
れ
ふ
れ

あ
い
館
の
プ
ー
ル
を
利
用
で
き

な
く
な
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は

払
い
戻
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

転
出
を
さ
れ
た
後
に
左
記
の

要
領
で
手
続
き
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

払
い
戻
し
の
金
額
は
、
残
っ

た
券
の
枚
数
か
ら
１
枚
を
差
し

引
い
た
金
額
と
し
ま
す
。

例
一
般
の
方
で
５
枚
の
残
が
あ

　

る
場
合
は
、

（
5－
1）×

500円
＝
2，000円

●
払
い
戻
し
の
方
法

　

電
話
、
メ
ー
ル
、
郵
便
に
よ

り
回
数
券
還
付
申
請
書
の
請
求

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
の
開
始
は
、
平
成
24
年

４
月
１
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
館
は
、
転
出
先
の

住
所
に
回
数
券
還
付
請
求
書
を

郵
送
し
ま
す
。

　

請
求
書
に
住
所
・
氏
名
・
金

額
及
び
振
込
口
座
を
記
入
し
、

押
印
の
う
え
、
回
数
券
を
同
封

し
て
下
野
市
ふ
れ
あ
い
館
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ふ
れ
あ
い
館
は
、
書
類
及
び

回
数
券
の
残
数
を
確
認
し
て
送

金
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
６

　

〒
3
2
3

0
1
0
1

　

下
野
市
三
王
山
６
９
８
‐
５

　

Ｅ
メ
ー
ル
：hureai@

city.
shim

otsuke.lg.jp

児
童
館
で
空
間
放
射
線

量
測
定
器
を
貸
出
中

　

児
童
館
で
は
、
市
民
の
皆
様

が
子
ど
も
の
生
活
環
境
の
放
射

線
量
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
空
間
放
射
線
量
測
定

器
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

●
貸
出
日（
※
）

　

原
則
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
貸
出
時
間（
※
）

　

原
則
、
以
下
の
２
通
り
で
す
。

①
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
貸
出
台
数（
※
）

　

原
則
、
１
人
１
回
１
台
ま
で

※ 

貸
出
希
望
者
の
勤
務
時
間
や

貸
出
希
望
団
体
の
測
定
器
利

用
方
法
等
の
諸
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
貸
出
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
貸
出
日
・
貸

出
時
間
・
貸
出
台
数
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
貸
出
窓
口

・
南
河
内
児
童
館

・
石
橋
児
童
館

・
国
分
寺
駅
西
児
童
館

●
貸
出
の
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

以
上
の
個
人

②
子
ど
も
が
活
動
し
て
い
る
施
設

（
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
等
）

③
子
ど
も
が
活
動
し
て
い
る
施

設
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
類
似
団
体

④
自
治
会
、
子
供
会
育
成
会

⑤
そ
の
他
市
長
が
適
当
と
認
め

る
施
設
及
び
公
共
的
団
体

●
利
用
方
法

①
事
前
予
約

　

事
前
に
貸
出
を
希
望
す
る
窓

口
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
平
日
の
み
）
で
す
。

②
貸
出

　

予
約
を
し
た
日
時
に
、
次
の

も
の
を
ご
用
意
の
う
え
、
希
望

し
た
貸
出
窓
口
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

・
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）、

身
分
証
明
書
（
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
住
基
カ
ー
ド
、
保
険

証
等
）

③
返
却

　

時
間
内
に
測
定
を
行
い
、
貸

出
窓
口
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
生
活
環
境
の
測
定
値

を
収
集
す
る
た
め
、
測
定
結
果

の
情
報
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

●
そ
の
他

①
子
ど
も
の
生
活
環
境
を
必
ず

測
定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
測
定
器
は
空
間
放
射
線
量

（
ガ
ン
マ
線
の
み
）を
測
定
す
る

も
の
で
す
の
で
、
食
品
、
水
、

土
壌
の
測
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
測
定
結
果
は
参
考
値
と

し
て
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

③
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
予
約
は
１
回
分
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
予
約
を
し
た
本
人
以
外
に
は

貸
出
し
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
は
各
児
童
館
へ

・
南
河
内
児
童
館

　

☎（
44
）８
４
２
０

・
石
橋
児
童
館

　

☎（
52
）１
１
２
９

・
国
分
寺
駅
西
児
童
館

　

☎（
44
）０
７
８
６

　

引
き
続
き
環
境
課
（
☎
40
ー

５
５
５
９
）
及
び
市
民
課
窓
口

で
も
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。自

治
医
大
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
３
月
下
旬
か
ら
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

自
治
医
大
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
工
事
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
９
月
か
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
本
年
３
月
に

完
成
し
運
用
開
始
す
る
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
、
平
成
19
年
３

月
に
策
定
し
た
下
野
市
バ
リ
ア

フ
リ
ー
計
画
に
基
づ
き
、
駅
の

東
・
西
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
す
る
も
の
で
、
駅
を
利
用

さ
れ
る
高
齢
者
、
障
が
い
者
等

多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
西
口
は
平
成
24
〜
25

年
度
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課

　

☎（
48
）２
１
１
４

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号

下
野
市
内
に
火
山
か
ら
排
出
さ
れ
た
火
山
灰
が
降
っ
た
こ
と
が
あ
る
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
２　
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平
美
林
会
清
掃
奉
仕
計
画

３
月

（
天
平
公
園
）下
野
市
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー

（
花
広
場
）　

小
山
北
ロ
ー
タ
リ

　
　
　
　
　

ー
ク
ラ
ブ

市
県
民
税
及
び
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
課
税
の
前
納

報
奨
金
が
廃
止
と
な
り
ま
す

　

平
成
24
年
度
か
ら
個
人
の
市

県
民
税
及
び
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
課
税
の「
前
納
報
奨
金
」

が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　

前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止
し

ま
す
が
、
今
ま
で
ど
お
り
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
全

期
前
納
（
一
括
納
付
）
は
で
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
早
期

納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
を

さ
れ
て
い
る
方
で
、
全
期
前
納

か
ら
期
別
納
付
に
切
り
替
え
を

お
考
え
の
方
は
、
お
手
数
で
す

が
、
別
途
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
税
務
課
収
納
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
☎（
40
）５
５
５
４

医
学
生
を
対
象
と
し
た
修
学

資
金
貸
与
制
度
の
平
成
24
年
度

利
用
者
募
集
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
特
に
医
師
不
足
が

深
刻
と
な
っ
て
い
る
診
療
科
に

つ
い
て
、
養
成
段
階
か
ら
こ
れ

ら
の
診
療
科
を
専
攻
す
る
医
師

を
確
保
す
る
た
め
、
医
学
生
を

対
象
と
し
た
修
学
資
金
貸
与
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
限

　

５
月
７
日
㈪
ま
で

●
応
募
資
格

　

産
科
医
、
麻
酔
科
医
又
は
整

形
外
科
医
を
目
指
す
、
全
国
の

医
学
生
及
び
平
成
24
年
度
大
学

医
学
部
合
格
者

●
募
集
定
員

　

産
科　
　
　

３
名
程
度

　

麻
酔
科　
　

１
名
程
度

　

整
形
外
科　

１
名
程
度

●
修
学
資
金
の
額

　

入
学
金　

１
０
０
万
円

（
上
限
。
新
入
生
の
み
）

　

授
業
料
等　

月
額
25
万
円

（
年
額
３
０
０
万
円
）

●
返
還
免
除

　

次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
し

た
場
合
に
修
学
資
金
の
返
還
を

免
除
し
ま
す
。

⑴ 

初
期
臨
床
研
修
を
栃
木
県
内

で
実
施

⑵ 

産
科
医
、
麻
酔
科
医
又
は
整

形
外
科
医
と
し
て
、
県
の
指

定
す
る
公
的
病
院
等
に
修
学

資
金
貸
与
年
数
の
１
・５
倍

の
期
間
（
初
期
臨
床
研
修
期

間
を
除
く
。）
勤
務

●
応
募
手
続
き

　

募
集
期
間
内
に
申
請
書
類
を

郵
送
（
５
月
７
日
消
印
ま
で
有

効
）
又
は
持
参

●
審
査
方
法

　

書
類
審
査
と
面
接
審
査
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
先

　

〒
3
2
0

8
5
0
1

　

宇
都
宮
市
塙
田
１-

１-

20

　

栃
木
県
保
健
福
祉
部
医
事
厚

生
課
内　

栃
木
県
医
師
確
保
支

援
セ
ン
タ
ー

●
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.pref.tochigi.

　
lg.jp/e02/w

elfare/　
　

　
iryou/ishikakuho/

　

igakukatei.htm
l 

●
問
い
合
わ
せ
先

　

医
事
厚
生
課
地
域
医
療
担
当

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）

3
1
4
5
・
3
0
8
4

都
市
計
画
下
水
道
の

変
更
案
の
縦
覧

　

宇
都
宮
都
市
計
画
下
水
道
の

変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
同
期
間
中
に
案
に
係
る

意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
変
更
内
容

・
下
水
道
の
名
称

　

石
橋
町
公
共
下
水
道
↓
下
野

　

市
公
共
下
水
道

・
排
水
区
域　

３
７
８
ｈ
ａ
↓

　

３
８
４
ｈ
ａ

　
（
石
橋
第
三
工
業
団
地
）

●
縦
覧
期
間

　

４
月
９
日
㈪
〜
23
日
㈪ 

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
）

●
縦
覧
場
所

　

南
河
内
庁
舎
別
館

　

第
三
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課

　

☎（
48
）２
１
２
３

「
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ア
ン

ケ
ー
ト
」協
力
者
募
集

　

県
で
は
、
現
在
や
将
来
の
課

題
に
つ
い
て
県
民
の
皆
様
の
意

識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
協
働

に
よ
る
県
政
推
進
を
図
る
た
め

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
県

広
報
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
民
生
活
部

広
報
課
広
聴
担
当

　
☎
0
2
8（
6
2
3
）2
1
5
8

　

U
RL

：http://w
w
w
.pref.

　

tochigi.lg.jp/c05/index.

　

htm
l

普
通
救
命（
定
期
）講
習
会

●
日　

時　

　

３
月
17
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場　

所

　

石
橋
地
区
消
防
組
合

　

消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

●
内　

容

　

①
心
肺
蘇
生
法
実
技

　

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い

　

③
止
血
法
等

●
定　

員

　

30
名
（
参
加
無
料
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　

警
防
課
救
助
係

　

☎（
53
）６
１
６
７

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】　

関
東
ロ
ー
ム
層
は
、
赤
城
・
榛
名
・
男
体
山
な
ど
の
火
山
か
ら
排
出
さ
れ
た
火
山
灰
で
す
。
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

栃
木
県
内
向
け
Ｔ
Ｖ
放
送
開
始

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
で
は
、

４
月
か
ら
栃
木
県
内
向
け
に
県

域
Ｔ
Ｖ
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

●
定
時
で
行
う
予
定
の
主
な
放
送

・
正
午
前
の
３
分
間
…
気
象
情

報
・
お
知
ら
せ
（
月
〜
木
）

・【
と
き
め
き
と
ち
ぎ
】

　

午
前
11
時
30
分
か
ら
正
午
ま

で
の
30
分
間（
毎
週
金
曜
日
）…

生
活
情
報
・
ス
ポ
ー
ツ
情
報
・
イ

ベン
ト
情
報
・
気
象
情
報
な
ど

・【
と
ち
ぎ
６
４
０
】

　

午
後
６
時
40
分
か
ら
７
時
ま

で
の
約
20
分
…
ニ
ュ
ー
ス
・
気

象
情
報
な
ど

●
不
定
期
で
行
う
こ
と
の
あ
る

放
送

・
災
害
、
選
挙
、
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
県
大
会
・
夏
の
高
校
野
球

の
県
大
会
決
勝
な
ど

●
県
域
テ
レ
ビ
放
送
を
ご
覧
い

た
だ
く
に
は

※ 

宇
都
宮
タ
ワ
ー（
宇
都
宮
市
）

や
栃
木
県
内
の
中
継
局
か
ら

の
電
波
を
受
信
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
や

テ
レ
ビ
の
設
定
を
変
え
る
こ

と
な
く
、
そ
の
ま
ま
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

 　

た
だ
し
、
東
京
タ
ワ
ー
や

隣
県
の
中
継
局
か
ら
の
電
波

を
受
信
し
て
い
る
方
は
、
ア

ン
テ
ナ
の
方
向
を
変
え
る
な

ど
個
別
の
対
応
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

　

☎
0
2
8
‒6
3
4
‒9
1
5
5

（
代
表
）（
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
６
時　

土
日
祝
日
除
く
）

自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の

援
護
制
度
の
ご
案
内

育
成
資
金
貸
付
制
度（
無
利
子
）

●
対
象
者

　

保
護
者
の
方
が
自
動
車
、
オ

ー
ト
バ
イ
事
故
に
遭
わ
れ
て
亡

く
な
ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
障

害
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
ご
家

族
の
中
学
生
以
下
の
お
子
様
。

●
貸
付
金

・
一
時
金 

１
５
５
，０
０
０
円

・
月　

額 

２
０
，
０
０
０
円

・
入
学
時
支
度
金

 

４
４
，０
０
０
円

●
返
還
方
法

　

卒
業
後
20
年
以
内
の
均
等
払

い
。
な
お
、
進
学
し
た
場
合
は

在
学
期
間
中
返
還
猶
予
さ
れ
ま

す
。

重
度
障
害
者
介
護
料
支
給

●
対
象
者

　

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
事
故

に
よ
り
、
脳
、
脊
髄
、
胸
腹
部

臓
器
損
傷
、
後
遺
障
害
の
程
度

が
次
に
該
当
す
る
方

・
常
時
要
介
護
の
方

　

月
額
５
８
，５
７
０
円
〜

　

１
３
６
，
８
８
０
円

・
随
時
要
介
護
の
方

　

月
額
２
９
，２
９
０
円
〜

　

５
４
，
０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
自
動
車
事
故
対

策
機
構
栃
木
支
所

　
☎
0
2
8
‒6
2
2
‒9
0
0
1

募

集

平
成
24
年
度
臨
時
職
員

（
保
育
士
）を
公
募
し
ま
す

●
応
募
資
格

　

保
育
士
証
を
お
持
ち
の
方

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
賃
金
等

　

時
給　

1
，0
0
0
円（
通
勤

割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務
手
当
有
）

　

社
会
保
険
加
入

●
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う

ち
７
時
間
45
分
（
休
憩
時
間
60

分
）

　

週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

　

土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

●
勤
務
先　

市
立
保
育
園

●
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
保

育
士
証
の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9
‒0
5
9
4

　

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

　

下
野
市
児
童
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

℻（
52
）１
１
３
７

　

Ｅ
メ
ー
ル
：

　
　

jidoufukushi@
city.

　

shim
otsuke.lg.jp

手
話
講
習
会
の
お
知
ら
せ

下
野
市
・
小
山
市
・
野
木
町

合
同
に
よ
る
手
話
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
入
門
講
座
（
全
25
回
）】

●
日　

時

　

４
月
28
日
〜
10
月
27
日
の
土

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

●
会　

場

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

●
対
象
と
定
員

　

手
話
を
段
階
的
に
継
続
し
て

学
び
た
い
方
10
名
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

１
，２
０
０
円

【
基
礎
講
座
（
全
31
回
）】

●
日　

時

　

４
月
28
日
〜
12
月
15
日
の
土

曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

０
時
30
分

●
会　

場

　

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
と
定
員

　

入
門
課
程
ま
た
は
基
礎
課
程

の
修
了
者
、
も
し
く
は
相
応
の

経
験
者
10
名
（
事
前
面
接
有
）

●
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

１
，４
７
０
円

【
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座（
全
28
回
）】

●
日　

時

　

５
月
26
日
〜
12
月
15
日
の
土

曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

０
時
30
分
（
う
ち
前
期
12
回
は

午
前
10
時
〜
正
午
）

●
会　

場

　

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
と
定
員

　

基
礎
講
座
修
了
者
、
も
し
く

は
相
応
の
経
験
者（「
基
本
」「
応

用
」「
実
践
」の
各
課
程
修
了
者
）

10
名（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料　

実
費

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号

鹿
沼
軽
石
層
（
鹿
沼
土
）
は
富
士
山
の
火
山
灰
で
あ
る
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
３　
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社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

平
成
24
年
度
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
普

及
啓
発
が
で
き
る
消
費
生
活
リ

ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
消
費
生
活
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
、
今
後
、
市

消
費
者
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
意
欲
の
あ
る
方
、
消
費
者

活
動
に
関
心
の
あ
る
方
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期　

間

　

５
月
〜
11
月
ま
で
の
12
日
間

●
時　

間

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所

　

栃
木
県
庁
本
館
会
議
室

　
（
宇
都
宮
市
塙
田
１
１
20
）

●
内　

容

　

消
費
生
活
に
関
す
る
基
礎
知

識
を
習
得
す
る
た
め
の
講
義
、

実
習
な
ど

●
受
講
料　

無
料

●
募
集
人
員　

若
干
名

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

　

申
込
締
切　

３
月
26
日
㈪

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

マ
ン
ド
リ
ン
＆
ギ
タ
ー
で

ミ
ニ
演
奏
家
に

〜
自
主
サ
ー
ク
ル
会
員
の
仲
間
に
な
ろ
う
〜

　

昨
年
の
９
月
に
公
民
館
自
主

サ
ー
ク
ル
と
し
て
発
足
し
た
マ

ン
ド
リ
ン
と
ギ
タ
ー
に
よ
る
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
碧
空（
あ
お
ぞ
ら
）

は
現
在
８
名
（
愛
称
・
熟
年
青

春
組
）
の
会
員
で
出
会
い
ふ
れ

あ
い
、
演
習
や
他
の
マ
ン
ド
リ

ン
演
奏
会
の
鑑
賞
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
初
歩
の

段
階
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
入
会
し
て
演
奏
活
動
に

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
演　

習

　

月
２
回（
４
月
か
ら
は
第
２
・

第
４
水
曜
日　

午
後
１
時
30
分

か
ら
を
予
定
。）

●
演
習
会
場　

国
分
寺
公
民
館

●
マ
ン
ド
リ
ン
指
導
者

　

小
森　

久
美
子
氏

●
会　

費

　

月
２
，５
０
０
円（
講
師
謝
礼
、

会
場
使
用
料
、
資
料
代
等　

マ

ン
ド
リ
ン
楽
器
は
当
分
の
間
無

償
貸
し
出
し
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

サ
ー
ク
ル
代
表　

小
林
幹
二

　

☎（
44
）３
３
４
８

　

公
民
館
窓
口
で
も
相
談
に
応

じ
ま
す

　

☎（
40
）５
５
６
３

は
じ
め
て
の
ウ
ク
レ
レ
体
験

　

こ
の
機
会
に
ウ
ク
レ
レ
を
初

め
て
み
ま
せ
ん
か
？　

ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　

３
月
16
・
23
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
２
時

●
場　

所

　

国
分
寺
公
民
館
会
議
室

●
持
ち
物

　

ウ
ク
レ
レ
（
持
っ
て
い
る
方
。

無
い
方
は
無
料
貸
与
し
ま
す
。）、

筆
記
用
具

●
定　

員　

20
名

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
ホ
ノ
ホ
ノ

　

担
当　

ヤ
ナ
カ

　
☎
0
9
0
‒2
1
5
3
‒3
1
9
4

地
域
情
報
化
推
進
会
議
委
員

●
内　

容

　

市
第
二
次
地
域
情
報
化
計
画

の
推
進
、
市
内
の
地
域
情
報
化

推
進
、
そ
の
他
の
必
要
な
事
項

に
関
し
て
市
民
の
皆
様
か
ら
広

く
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き
ま

す
。

●
応
募
資
格

地
域
の
情
報
化
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
で
、
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
こ
と

●
任　

期

各
種
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
行
う
各
種
審
議
会
・
委

員
会
な
ど
の
委
員
の
選
出
に
公

募
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

幅
広
く
、
多
く
の
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
、
市
政

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
反
映
し
て
い
く
た
め
の

も
の
で
す
。
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

共
通
事
項 

●
応
募
資
格

①
下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原

則
と
し
て
20
歳
以
上
の
方

②
原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設

置
す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

で
な
い
こ
と

③
平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

④
下
野
市
の
議
員
及
び
職
員
で

な
い
こ
と

●
応
募
に
つ
い
て

　

募
集
課
で
配
付
し
て
い
る
応

募
用
紙
、
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

　

郵
送
に
よ
る
場
合
は
当
日
消

印
有
効
。
各
窓
口
受
付
は
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

●
報　

酬

　

日
額
８
，
０
０
０
円
（
生
涯

学
習
推
進
協
議
会
及
び
ふ
れ
あ

い
学
習
推
進
委
員
会
委
員
は
日

額
３
，０
０
０
円
）

●
選　

考

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結

果
は
ご
本
人
あ
て
直
接
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】　

３
万
年
前
に
群
馬
県
赤
城
山
か
ら
噴
出
さ
れ
た
火
山
灰
で
す
。
市
内
で
は
１
ｍ
以
上

　
　
　
　
　
　

堆
積
し
て
い
ま
す
。
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４
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
。
第
二
次
地

域
情
報
化
計
画
の
計
画
年
度

末
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
１
〜
２
回
程
度

●
公
募
人
数　

３
人
以
内

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7

　

下
野
市
総
合
政
策
課

情
報
広
報
グ
ル
ー
プ

　

☎（
40
）5
5
5
0

　

℻（
40
）5
5
7
2

　

Ｅ
メ
ー
ル
：

　

sougouseisaku@

　

city.shim
otsuke.lg.jp

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員

●
内　

容

　

市
情
報
公
開
条
例
及
び
市
個

人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
非
公
開
決
定
等
へ
の
不
服

申
立
て
対
応
や
両
制
度
の
運
営

に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て

調
査
審
議
し
ま
す
。

●
任　

期

　

３
年
（
平
成
24
年
６
月
５
日

〜
平
成
27
年
６
月
４
日
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
２
〜
３
回
程
度

●
公
募
人
数　

１
名

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7

　

下
野
市
総
合
政
策
課

情
報
広
報
グ
ル
ー
プ

　

☎（
40
）５
５
５
０

　

℻（
40
）５
５
７
２

　

Ｅ
メ
ー
ル
：

　

sougouseisaku@
city.shim

otsuke.lg.jp

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

●
内　

容

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関

す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。

●
任　

期

　

２
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
４
〜
５
回
程
度

●
公
募
人
数

・
被
保
険
者
代
表　

５
名

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

●
募
集
期
限

　

３
月
19
日
㈪
必
着

●
そ
の
他

　

委
員
構
成
は
全
部
で
18
名
で

す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

　

下
野
市
市
民
課

国
保
年
金
グ
ル
ー
プ

　

☎（
40
）５
５
５
６

　

℻（
44
）４
４
０
２

　

Ｅ
メ
ー
ル
：shim

in@
city.

shim
otsuke.lg.jp

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

協
議
会
委
員

●
内　

容

　

市
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策

後
期
行
動
計
画
（
平
成
22
年
度

〜
26
年
度
）
に
基
づ
い
た
取
組

み
の
確
認
・
評
価
等
に
つ
い
て

の
協
議
を
行
い
ま
す
。

●
任　

期

　

３
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
２
回
程
度

●
公
募
人
数　

３
名

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

●
そ
の
他

　

委
員
の
構
成
は
、
公
募
委
員

の
ほ
か
、
児
童
福
祉
関
係
団
体

の
代
表
及
び
市
職
員
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

0
5
9
4

　

下
野
市
石
橋
５
５
２

４

　

下
野
市
児
童
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

℻（
52
）１
１
３
７

　

Ｅ
メ
ー
ル
：jidoufukushi@

city.shim
otsuke.lg.jp

児
童
館
運
営
委
員
会
委
員

●
内　

容

　

児
童
館
の
各
種
企
画
、
運
営

に
つ
い
て
調
査
審
議
し
ま
す
。

●
任　

期

　

２
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
１
〜
２
回
程
度

●
公
募
人
数　

３
名

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

0
5
9
4

　

下
野
市
石
橋
５
５
２

４

　

下
野
市
児
童
福
祉
課

　

☎（
52
）
１
１
１
４

　

℻（
52
）１
１
３
７

　

Ｅ
メ
ー
ル
：jidoufukushi@

city.shim
otsuke.lg.jp

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

●
内　

容

　

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
施
策
、
保
健
計
画
の
策
定
、

各
種
健
診
・
健
康
相
談
・
健
康

教
育
等
保
健
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
、
幅
広
く
意
見
・
助
言
を

い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
は
、
健

康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン
策
定
委

員
会
委
員
を
兼
ね
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
任　

期

　

２
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
２
回
程
度
（
平
成
24
年
度

は
３
〜
４
回
開
催
し
ま
す
。）

●
公
募
人
数　

２
名

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
26
日
㈪

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

0
5
0
2

　

下
野
市
下
古
山
1
2
2
0

　

下
野
市
健
康
増
進
課

（
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

℻（
52
）３
７
１
２

　

Ｅ
メ
ー
ル
：

　

kenkouzoushin@
city.

shim
otsuke.lg.jp

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号

日
本
酒
１
合
の
カ
ロ
リ
ー
は
ご
飯
何
杯
分
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
４　



つなごう 心　結ぼう 絆　36

環
境
美
化

推
進
委
員
会
委
員

●
内　

容

　

環
境
に
優
し
く
、
良
好
な
生

活
環
境
を
目
指
す
た
め
、
調
査

研
究
等
を
行
い
ま
す
。

●
任　

期

　

２
年
（
委
嘱
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
４
回
程
度

●
公
募
人
数　

３
名

●
募
集
期
間

　

３
月
５
日
㈪
〜
23
日
㈮

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7

　

下
野
市
環
境
課

　

☎（
40
）５
５
５
９

　

℻（
40
）５
５
７
２

　

Ｅ
メ
ー
ル
：kankyou@

city.shim
otsuke.lg.jp

社
会
教
育
委
員

●
内　

容

　

市
の
社
会
教
育
に
関
す
る
諸

計
画
に
提
言
や
意
見
を
述
べ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
任　

期　

２
年
（
委
嘱
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数　

年
３
回
程
度

●
公
募
人
数　

３
名

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

※ 

別
途
、「
社
会
教
育
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
レ
ポ

ー
ト
（
8
0
0
字
程
度
・
様

式
は
自
由
）
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

０
５
９
４

　

下
野
市
石
橋
５
５
２

４

　

下
野
市
生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

℻（
52
）２
６
２
４

　
Ｅ
メ
ー
ル
：syougaigakusyu@

　
　

city.shim
otsuke.lg.jp

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

●
内　

容

　

市
の
公
民
館
の
各
種
事
業
の

企
画
実
施
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
任　

期　

２
年
（
委
嘱
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
３
回
程
度

●
公
募
人
数　

３
名

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日（
木
）〜
23
日（
金
）

※ 

別
途
、「
公
民
館
事
業
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
レ
ポ
ー

ト
（
8
0
0
字
程
度
・
様
式
は

自
由
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

０
５
９
４

　

下
野
市
石
橋
５
５
２

４

　

下
野
市
生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

℻（
52
）２
６
２
４

　
Ｅ
メ
ー
ル
：syougaigakusyu@

city.shim
otsuke.lg.jp

図
書
館
協
議
会
委
員

●
内　

容

　

市
立
図
書
館
の
行
う
事
業
に

意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
任　

期　

２
年
（
委
嘱
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
３
回
程
度

●
公
募
人
数　

２
名

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

※ 
別
途
、「
図
書
館
事
業
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
レ

ポ
ー
ト
（
8
0
0
字
程
度
・

様
式
は
自
由
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

０
５
９
４

　

下
野
市
石
橋
５
５
２

４

　

下
野
市
生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

℻（
52
）２
６
２
４

　

Ｅ
メ
ー
ル
：syougaigakusyu@
city.shim

otsuke.lg.jp

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
委
員

●
内　

容

　

市
の
生
涯
学
習
推
進
に
関
す

る
諸
計
画
の
立
案
や
必
要
な
調

査
研
究
等
を
行
い
ま
す
。

●
任　

期　

２
年
（
委
嘱
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
４
回
程
度

●
公
募
人
数　

８
名

※ 

生
涯
学
習
推
進
協
議
会
は

「
市
民
生
活
部
会
」「
基
盤
産

業
部
会
」「
健
康
福
祉
部
会
」

「
教
育
文
化
部
会
」
の
４
つ

の
専
門
部
会
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
部
会
２
名
ず
つ

の
公
募
と
な
り
ま
す
。

●
報　

酬

　

日
額
３
，０
０
０
円

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

※ 

別
途
、「
自
分
に
と
っ
て
『
学

び
』
と
は
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
レ
ポ
ー
ト
（
8
0
0
字
程

度
・
様
式
は
自
由
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

０
５
９
４

　

下
野
市
石
橋
５
５
２

４

　

下
野
市
生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

℻（
52
）２
６
２
４

　

Ｅ
メ
ー
ル
：syougaigakusyu@

city.shim
otsuke.lg.jp

ふ
れ
あ
い
学
習
推
進
委
員

●
内　

容

　

市
の
ふ
れ
あ
い
学
習
推
進
に

関
す
る
諸
計
画
の
立
案
や
必
要

な
調
査
研
究
等
を
行
い
ま
す
。

●
任　

期　

２
年
（
委
嘱
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
３
回
程
度

●
公
募
人
数　

２
名

●
報　

酬　

３
，０
０
０
円

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

※ 

別
途
、「
学
校
と
地
域
を
結

ぶ
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
レ
ポ
ー
ト
（
8
0
0
字
程

度
・
様
式
は
自
由
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

０
５
９
４

　

下
野
市
石
橋
５
５
２

４

　

下
野
市
生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

℻（
52
）２
６
２
４

　
Ｅ
メ
ー
ル
：syougaigakusyu@

city.shim
otsuke.lg.jp

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
約
ご
飯
一
杯
分
】
日
本
酒
１
合
で
２
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
約
ご
飯
１
杯
分
。
ビ
ー
ル
１
本

（
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
も
同
じ
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
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自
衛
隊
一
般
幹
部
候
補
生
及
び

予
備
自
衛
官
補
募
集
の
お
知
ら
せ

●
応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
次
の
年

齢
に
該
当
す
る
方

○
一
般
幹
部
候
補
生

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満

　
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

○
予
備
自
衛
官
補

①
一
般　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

　
（
平
成
25
年
７
月
１
日
現
在
）

②
技
能　

18
歳
以
上
55
歳
未
満

　
（
平
成
25
年
７
月
１
日
現
在
）

※ 

医
師
・
建
築
士
等
免
許
保
有

者
・
語
学
能
力
保
有
者
等
、

保
有
技
能
に
よ
り
対
象
年
齢

が
変
わ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間

○
一
般
幹
部
候
補
生

　

２
月
１
日
㈬
〜
４
月
27
日
㈮

○
予
備
自
衛
官
補

　

１
月
11
日
㈬
〜
４
月
４
日
㈬

●
一
次
試
験
期
日
等

○
一
般
幹
部
候
補
生

　

５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

○
予
備
自
衛
官
補

　

４
月
中
旬

　
（
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

※ 

受
験
開
場
は
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）４
７
６
３

相

談

行
政
書
士
専
門
相
談

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、

開
発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す

る
書
類
や
手
続
に
関
す
る
こ

と
。
ま
た
成
年
後
見
、
離
婚
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
29
日
㈭

　

午
前
10
時
か
ら
正
午

●
場　

所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室
２

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

定
員
４
名

●
予
約
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

高
山
久　

☎（
53
）１
６
７
２

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

悪
質
な
投
資
勧
誘
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

株
式
や
社
債
、
フ
ァ
ン
ド
な

ど
の
取
引
に
関
し
、
高
齢
者
を

中
心
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た
ら
、

す
ぐ
財
務
事
務
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

・ 

電
話
勧
誘
等
に
す
ぐ
に
応
じ

な
い

・ 

も
う
け
話
を
安
易
に
信
じ
な
い

・ 

よ
く
わ
か
ら
な
い
商
品
に
は

手
を
出
さ
な
い

●
受
け
付
け

　

平
日　

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
５
時

●
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
省
関
東
財
務
局

宇
都
宮
財
務
事
務
所
理
財
課

　
☎
0
2
8
‒6
3
3
‒6
2
2
1

就

職

福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
面
談
会

　

福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
相
談

会
と
ミ
ニ
面
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
日　

時　

３
月
８
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

●
場　

所

　
栃
木
県
小
山
庁
舎
４
階
会
議
室

（
小
山
市
犬
塚
３

１

１
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
2
8（
6
4
3
）5
6
2
2

「
と
ち
ぎ
就
職
支
援
合
同

面
接
会
」を
開
催
し
ま
す

　

栃
木
県
及
び
栃
木
労
働
局
で

は
、
県
内
で
就
職
を
希
望
し
て

い
る
方
を
対
象
に
「
と
ち
ぎ
就

職
支
援
合
同
面
接
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
予

約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
履
歴
書
を
複
数
ご
持
参
の

う
え
、
当
日
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
の
求
職
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
日　

時　

３
月
７
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場　

所

　

ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

●
参
加
企
業　

50
社
程
度

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
産
業
労
働
観
光
部

　

労
働
政
策
課
雇
用
対
策
担
当

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
2
2
4

県
ひ
と
り
親
家
庭
等
在
宅
就

業
支
援
事
業
の
参
加
者
募
集

●
対
象
者

　

県
内
居
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

父
子
家
庭
の
父
、
寡
婦
の
方

●
内　

容

　

Ｉ
Ｔ
業
務
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
Ｐ
Ｃ
訓
練
、

就
業
体
験
、
在
宅
就
業
紹
介
）

●
費　

用

　

無
料
（
訓
練
手
当
を
支
給
）

●
訓
練
期
間

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
半
年
間

●
募
集
人
員

　

１
４
０
名（
定
員
到
達
で
終
了
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

㈱
Ｔ
Ｂ
Ｃ
ス
キ
ヤ
ツ
ト
・
キ

ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
部

　
☎
0
2
8（
6
5
1
）5
6
3
3

市
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

母
子
家
庭
の
母
が
看
護
師
や
理

学
療
法
士
等
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
に
修
業
す
る
場
合
、
月
額

最
高
10
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
な
要
件
が
あ
る
た
め
、

事
前
相
談
が
必
須
で
す
。
ご
検

討
の
際
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

児
童
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
4

くらしの情報

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号

炭
酸
飲
料
１
本
（
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
に
砂
糖
は
何
グ
ラ
ム
入
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

問
５　
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くらしの情報

男 女
共 同
参 画
社 会

ジ ェ ン ダ ー チ ェ ッ ク ！

学
習
教
材
の
勧
誘
に
は
十
分

考
え
ま
し
ょ
う
！ 

　
「
部
活
と
学
習
の
両
立
」「
定

期
テ
ス
ト
の
点
数
が
ア
ッ
プ
」「
苦

手
科
目
の
克
服
」な
ど
、
学
力
向

上
に
つ
な
が
る
内
容
を
説
明
す

る
業
者
。
お
子
さ
ん
の
成
績
に

関
す
る
こ
と
は
、
ど
こ
の
ご
家
庭

で
も
気
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

で
も
、
学
習
を
す
る
の
は
お

子
さ
ん
自
身
で
す
。
学
習
教
材

の
勧
誘
販
売
に
は
、
家
族
で
話

し
合
い
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
一

人
で
判
断
せ
ず
、
周
囲
に
相
談

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
疑
問

や
、
不
安
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

☎（
44
）4
8
8
3

　

国
分
寺
庁
舎
2
階

　

生
活
安
全
課
内

●
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

●
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

電
話
相
談
は
土
曜
日
の
み

　
☎
0
2
8
-6
2
5
-2
2
2
7

まずは相談

ご
存
知
で
す
か
？

育
児
・
介
護
休
業
法

　

平
成
22
年
６
月
30
日
か
ら

『
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
』

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
夫

婦
共
働
き
の
家
庭
が
多
く
な
っ

て
い
る
な
か
、
出
産
後
も
仕
事

を
続
け
た
い
と
望
ん
で
い
る
女

性
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
は
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が

難
し
く
、
育
児
休
業
を
と
ら
ず

に
仕
事
を
辞
め
る
女
性
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

実
情
を
踏
ま
え
、
今
回
の
改
正

育
児
・
介
護
休
業
法
で
は
、
男

性
も
女
性
も
、
仕
事
を
続
け
な

が
ら
子
育
て
や
介
護
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
父
親

も
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

制
度
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
律
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、「
育
児
・

介
護
休
業
法
の
改
正
に
つ
い

て
」（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）5
5
5
0

制度改正のポイント
●改正前 ●改正後

母親が子育てに専念
している場合、父親
は育児休業を取得で
きない。

母親が専業主婦や育
児休業中である場合
でも、父親は育児休
業がとれるようにな
りました。

育児休業は原則とし
て子どもが１歳にな
るまで取得可能

母親だけでなく父親
も育児休業をする場
合、休業可能期間が
2か月延びました。

育児休業は原則とし
て１回限りで再度取
得は不可

出生後 8 週間以内
に父親が取得した育
児休業は別カウント
とし、いったん職場
復帰した後にもう一
度育児休業がとれま
す。

給与所得者の個人市県民税は、給与支払者が徴収することになっています給与所得者の個人市県民税は、給与支払者が徴収することになっています

　給与所得者の個人市県民税については、地方税法の規定により、給与支払者（事業者）が給与の支
払いをする際に、毎月徴収して、市町村に納入することになっています。【特別徴収の制度】

給
与
支
払
者

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

給与所得者
（納税者）

市 

町 

村

②
税
額
の
計
算

①給与支払報告書の提出（１月31日まで）

③特別徴収税額の通知（５月31日まで）

③

⑤税額の納入（翌月10日まで）

④給与の支払いの際に税額を徴収
（６月から翌年の５月までの毎月の給与支払日）

税務課　市民税グループ
☎40－5554問い合わせ先

　所得税は給与から源泉徴収されているけれども、個人
市県民税は徴収されてないということはありませんか？
このような場合には、県税事務所の協力を得て、個人市
県民税の特別徴収を行っていただくよう、給与支払者
（事業者）に指導をさせていただくことがあります。

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
約
60
グ
ラ
ム
】　

３
グ
ラ
ム
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ
ー
が
20
本
分
で
す
。
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き
ら
ら
館
、ゆ
う
ゆ
う
館
、

ふ
れ
あ
い
館　

休
館
日

心
配
ご
と
相
談

●
国
分
寺
会
場（
ゆ
う
ゆ
う
館
）

一
般
相
談
・
総
合
相
談

　

６
・
13
日
、
４
月
３
日

　
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

27
日
㈫

●
石
橋
会
場
（
き
ら
ら
館
）

一
般
相
談
、
総
合
相
談

　

５
・
12
・
19
日
、
４
月
２
・

９
日
（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

26
日
㈪

●
南
河
内
会
場（
ふ
れ
あ
い
館
）

一
般
相
談
、
総
合
相
談

　

２
・
９
・
16
日
、
４
月
６
日

 （
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

児
童
母
子
相
談　

23
日
㈮

法
律
相
談　

８
日
㈭
※

●
時　

間

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
（
法
律
相
談
の
み
午
後
1
時

〜
4
時
30
分
）

※ 

法
律
相
談
は
事
前
に
電
話
で

の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
刃
物
研
ぎ

・
実
施
日

　

13
日
㈫

　
　

旧
石
橋
中
体
育
館
南
側

　

20
日
㈫

　
　

小
金
井
駅
東
口

・
時　

間

　

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

●
入
会
説
明
会（
要
事
前
申
込
）

　

21
日
㈬

　

午
前
10
時
〜　

ふ
れ
あ
い
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎（
47
）1
1
2
4

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館

　

お
も
ち
ゃ
の
図
書
館
と
は
、

ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
子
も
、
も
た

な
い
子
も
、
お
も
ち
ゃ
を
通
し

て
一
緒
に
遊
ぶ
場
所
で
す
。

●
日　

時

　

10
・
24
日
㈯

●
参
加
費　

無
料

●
場　

所

　

南
河
内
児
童
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

救急告示医療機関当番表（平成24年３月分） ●印：当番医療機関（当番時間17:00～翌日17:00）
○印：当番医療機関（当番時間17:00～翌日9:00）　

医　　療
機 関 名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 小 金 井
中央病院 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

2 石 橋
総合病院 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

3 小山整形外科内科 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ●

4 杉村病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

5 光南病院 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

6 野木病院 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療機関名・住所・電話番号
○小金井中央病院　　下野市小金井2-4-3　☎44-7000　　○杉村病院　小山市城山町2-7-18　☎25-5533
○石橋総合病院　　　下野市石橋628　　　☎53-1134　　○光南病院　小山市乙女795-4　 　☎45-7711
○小山整形外科内科　小山市雨ヶ谷753　　☎31-1331　　○野木病院　野木町友沼5320-2　　☎0280-57-1011

きらら館　☎52-3711

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

ふれあい館　☎47-1126

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 23 22 25
25 26 27 28 29 30 31

くらしの情報

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

※３月31日をもってきらら号・ふれあい号の運行が終了します。詳しくは P30 をご覧ください。

広
報
し
も
つ
け　

24
･
３
月
号
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2
0
1
2
.3
.1
　
N
o
.7
4
　
編
集
発
行
：
下
野
市
総
合
政
策
課
／
〒
3
2
9
-0
4
9
2
 栃
木
県
下
野
市
小
金
井
11
2
7
番
地
　
T
EL
0
2
8
5
-4
0
-5
5
5
0
　
FA
X
0
2
8
5
-4
0
-5
5
7
2

春
分
の
日
の
最
初
の
満
月
の
次
の
日
曜
日

　

キ
リ
ス
ト
教
の
国
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
だ

け
で
は
な
く
、
イ
ー
ス
タ
ー
も
大
事
な
お
祭

り
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
幼
子
イ
エ
ス
の
誕

生
日
と
し
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
は
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
復
活
祭
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

聖
書
に
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架

に
か
け
ら
れ
て
死
に
ま
し
た
が
、
３
日
後
に

復
活
し
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

復
活
を
記
念
す
る
の
が
イ
ー
ス
タ
ー
の
日
で

す
。
復
活
祭
は
基
本
的
に
「
春
分
の
日
の
最

初
の
満
月
の
次
の
日
曜
日
」
に
祝
わ
れ
る
た

め
、
毎
年
イ
ー
ス
タ
ー
の
日
は
異
な
り
ま
す

が
、
３
月
と
４
月
の
間
に
な
り
ま
す
。
今
年

の
イ
ー
ス
タ
ー
は
４
月
８
日
で
す
。

肉
や
卵
を
控
え
る
習
慣

　

ド
イ
ツ
で
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
に
関
す
る

様
々
な
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
伝
統
的
な
習
慣

で
は
、四
旬
節（
※
１
）お
よ
び
大
斎（
※
２
）

の
期
間
中
、
肉
や
乳
製
品
、
卵
を
食
べ
る
の

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
習
慣
は
だ
ん

だ
ん
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
家
庭
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
一
応
大
斎
の
期
間
中
は

肉
や
お
菓
子
、
お
酒
を
控
え
よ
う
と
い
う
考

え
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
全
然
気
に

し
な
い
方
も
結
構
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
の

家
で
は
、
肉
と
卵
を
控
え
る
代
わ
り
に
、
魚

肉
を
食
べ
、
お
菓
子
も
い
つ
も
よ
り
減
ら
し

ま
す
。
復
活
祭
に
な
る
と
そ
れ
ら
が
解
禁
に

な
り
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ

　

そ
の
と
き
に
は
、
大
斎
で
禁
止
さ
れ
て
い

た
肉
や
卵
を
食
べ
ま
す
。
パ
ン
屋
さ
ん
で
は

イ
ー
ス
タ
ー
の
菓
子
パ
ン
が
売
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
に
行
く
と
、
ウ
サ
ギ
や
卵

の
形
を
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
良
く
売
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ

（O
sterei

）
を
作
っ
た
り
、
飾
っ
た
り
、
食

べ
た
り
し
ま
す
。
飾
り
と
し
て
作
る
と
き
に

は
、
生
卵
の
上
下
に
小
さ
い
穴
を
あ
け
て
針

を
入
れ
て
黄
身
を
割
り
、
ス
ト
ロ
ー
等
で
吹

き
な
が
ら
卵
の
中
身
を
出
し
た
後
、
好
き
な

色
で
卵
を
塗
る
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
、
絵

を
描
く
な
ど
し
て
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま

す
。
最
後
に
糸
を
付
け
て
木
の
枝
に
飾
り
ま

す
。
ゆ
で
卵
は
朝
ご
は
ん
で
食
べ
ま
す
。
地

域
に
よ
っ
て
は
、
親
が
室
内
や
庭
や
近
所
の

森
の
あ
ち
こ
ち
に
隠
し
た
お
菓
子
を
探
す
の

が
、
子
供
に
と
っ
て
の
イ
ー
ス
タ
ー
の
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
卵
や
お
菓
子
は

イ
ー
ス
タ
ー
バ
ニ
ー
が
運
ん
で
く
れ
て
、
隠

す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
い
思

い
出
で
す
が
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
日
に
雨
が
降

る
と
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

　

３
月
と
５
月
に
は
イ
ー
ス
タ
ー
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
っ
て
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
！　

さ
っ
そ
く
、
３
月

４
日
㈰
の
下
野
薬
師
寺
史
跡
祭
り
で
は
イ
ー

ス
タ
ー
エ
ッ
グ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ベ

ン
ト
を
し
ま
す
。
雨
天
中
止
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
雨
が
降
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

し
ょ
う
！

※
１　

 
キ
リ
ス
ト
教
で
、
飲
食
や
行
動
を
慎

み
、
身
を
清
め
る
期
間
。

※
２　

 

四
旬
節
と
同
じ
よ
う
に
飲
食
や
行
動

を
慎
み
、
身
を
清
め
る
期
間
。

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム 

 

イ
ー
ス
タ
ー
（O

ste
rn

）

国
際
交
流
員
リ
ン
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

ド
イ
ツ
の
復
活
祭
イ
ー
ス
タ
ー

in
下
野
薬
師
寺
史
跡
ま
つ
り

「
伝
統
的
な

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
作
り
」

　

道
の
駅
し
も
つ
け
が
オ
ー
プ
ン
１

周
年
を
記
念
し
ま
し
て
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
大
抽
選
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
下
野
市
が
交
流
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
香
川
県
高
松

市
の
讃
岐
国
分
寺
太
鼓
保
存
会
の
演

奏
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆

様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●
地
元
出
身
お
笑
い
芸
人

　
「
ザ
・
た
っ
ち
」
が
来
店

　

出
荷
者
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

　
　

３
月
24
日
㈯

●
讃
岐
国
分
寺
太
鼓
保
存
会
演
奏

　

讃
岐
う
ど
ん
試
食
・
販
売

　
　

３
月
25
日
㈰

●
大
抽
選
会
（
商
品
券
等
が
当
た
る

空
く
じ
な
し
の
抽
選
）

　

道
の
駅
コ
ラ
ボ
商
品
の
展
開

　

１
周
年
特
別
メ
ニ
ュ
ー

　
（
各
テ
ナ
ン
ト
）

　
　

３
月
24
日
㈯
〜
28
日
㈬

　

詳
し
く
は
、
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
入
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

道
の
駅
し
も
つ
け

　

☎（
38
）６
６
３
１

道
の
駅
し
も
つ
け

オ
ー
プ
ン
１
周
年
記
念
祭

広
報
し
も
つ
け　
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･
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